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令 和 元 年 第 ５ 回

沖縄県議会（定例会）

閉 会 中 継 続 審 査

開会の日時、場所

年月日 令和元年10月18日 (金曜日)

開 会 午前10時１分

散 会 午後５時12分

場 所 第１委員会室

本日の委員会に付した事件

１ 令 和 元 年 平成30年度沖縄県一般会計決算

第５回議会 の認定について（商工労働部及

認定第１号 び文化観光スポーツ部所管分）

２ 令 和 元 年 平成30年度沖縄県小規模企業者

第５回議会 等設備導入資金特別会計決算の

認定第３号 認定について

３ 令 和 元 年 平成30年度沖縄県中小企業振興

第５回議会 資金特別会計決算の認定につい

認定第４号 て

４ 令 和 元 年 平成30年度沖縄県中城湾港（新

第５回議会 港地区）臨海部土地造成事業特

認定第12号 別会計決算の認定について

５ 令 和 元 年 平成30年度沖縄県国際物流拠点

第５回議会 産業集積地域那覇地区特別会計

認定第14号 決算の認定について

６ 令 和 元 年 平成30年度沖縄県産業振興基金

第５回議会 特別会計決算の認定について

認定第15号

７ 決算調査報告書記載内容等について

出席委員

委員長 瑞慶覧 功君

副委員長 瀬 長 美佐雄君

委 員 大 浜 一 郎君 西 銘 啓史郎君

山 川 典 二君 島 袋 大君

大 城 一 馬君 新 里 米 吉君

親 川 敬君 嘉 陽 宗 儀君

金 城 勉君 大 城 憲 幸君

説明のため出席した者の職、氏名

商 工 労 働 部 長 嘉 数 登君

産 業 政 策 課 長 平 田 正 志君

アジア経済戦略課長 仲榮眞 均君

ものづくり振興課長 古波蔵 寿 勝君

中 小 企 業 支 援 課 長 友 利 公 子さん

企 業 立 地 推 進 課 長 久保田 圭君

雇 用 政 策 課 長 島 尻 和 美さん

労 働 政 策 課 長 下 地 康 斗君

文化観光スポーツ部長 新 垣 健 一君

観 光 政 策 課 長 平 敷 達 也君

観 光 振 興 課 長 雉 鼻 章 郎君

Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ 推 進 課 長 加賀谷 陽 平君

文 化 振 興 課 長 新 垣 雅 寛君

空 手 振 興 課 長 山 川 哲 男君

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 金 村 禎 和君

交 流 推 進 課 長 伊 田 幸 司君

県立博物館・美術館
金 城 健君

参事兼博物館副館長
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○瑞慶覧功委員長 ただいまから経済労働委員会を

開会いたします。

本委員会所管事務調査事件「本委員会の所管事務

に係る決算事項の調査について」に係る令和元年第

５回議会認定第１号、同認定第３号、同認定第４号、

同認定第12号、同認定第14号及び同認定第15号の決

算６件の調査並びに決算調査報告書記載内容等につ

いてを一括して議題といたします。

本日の説明員として、商工労働部長及び文化観光

スポーツ部長の出席を求めております。

まず初めに、商工労働部長から商工労働部関係決

算の概要説明を求めます。

嘉数登商工労働部長。

○嘉数登商工労働部長 おはようございます。

商工労働部所管の平成30年度一般会計及び特別会

計の歳入歳出決算の概要について、御説明いたしま

す。

商工労働部において平成30年度は、沖縄21世紀ビ

ジョンやアジア経済戦略構想の実現に向け、情報通

信関連産業の立地促進、国際物流拠点の形成及び先

端医療・健康・バイオ関連産業の創出等により新た

な産業の柱を構築するとともに、県内既存産業の着

実な成長を図るため、国内外への販路拡大やブラン

ド力の強化など、企業の競争力強化や高度化等を推

進してまいりました。

また、これらの産業振興施策による雇用機会の拡
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大とあわせて、正規雇用化や非正規労働者の処遇改

善等に取り組んできたところであります。

これらの取り組みにより、平成30年度における情

報通信関連産業の雇用者数は約４万5000人、売上高

は約4300億円となり着実に増加しております。

また、平成30年の完全失業率は3.4％、前年の3.8％

と比べ0.4ポイント低下し、８年連続の改善となるな

ど、雇用情勢についても着実に改善してきておりま

す。

平成30年10月末には那覇空港内で整備を進めてき

た航空機整備施設（ＭＲＯ施設）が完成しましたの

で、今後は同施設も含め航空機整備事業を起点とし

た航空関連産業クラスターの形成促進を図ることと

しております。

今後もこれらの成果を踏まえ、本県の一層の発展

につながるよう各種施策に全力で取り組んでまいり

ます。

それでは歳入歳出決算の概要について、お手元に

お配りしております資料１の平成30年度歳入歳出決

算説明資料により、御説明申し上げます。

ただいま通知いたしました１ページをごらんくだ

さい。

こちらは一般会計及び特別会計の歳入決算状況の

総括表となっております。

また、通知しました２ページをごらんください。

こちらは同じく歳出決算状況の総括表となってお

ります。

それぞれの詳細については、通知しました３ペー

ジ以降で御説明いたします。

まず初めに、一般会計の歳入決算につきましては、

予算現額合計が322億4824万9500円、調定額が316億

7459万3463円、収入済額が315億8178万5757円、不納

欠損額が０円、収入未済額が9280万7706円で、調定

額に対する収入済額の割合は99.7％となっておりま

す。

（目）ごとの明細についての説明は割愛させてい

ただきます。

通知しました５ページをごらんください。

一般会計の歳出決算につきましては、予算現額合

計が396億8592万7800円、支出済額が384億9530万

3160円、翌年度繰越額が２億5928万7760円、不用額

が９億3133万6880円で、執行率は97.0％となってお

ります。

翌年度繰越額の主なものは、工業技術センター改

修工事において、外壁タイル及び空調機の納期がお

くれたことから、１億8073万3000円の繰り越しとなっ

ております。

次に、不用額の主なものについて、（項）別に御説

明いたします。

（項）労政費の不用額１億4434万5496円の主なも

のは、正社員雇用拡大助成金事業の事業開始のおく

れに伴う補助金の執行残によるものでございます。

（項）職業訓練費の不用額２億3725万8077円の主

なものは、緊急委託訓練事業の訓練コースの閉講等

に伴う委託料の執行残によるものでございます。

（項）商業費の不用額２億227万1291円の主なもの

は、国際物流関連ビジネスモデル創出事業において、

予定の事業採択件数が確保できなかったことによる

執行残でございます。

（項）工鉱業費の不用額３億4746万2016円の主な

ものは、グローバル産業人材育成事業において、補

助金の活用企業が当初見込みを下回ったことによる

執行残等でございます。

以上で、一般会計歳入歳出決算の概要について説

明を終わります。

次に、特別会計の歳入歳出決算の概要について御

説明いたします。

通知いたしました７ページをごらんください。

まず最初に、小規模企業者等設備導入資金特別会

計について御説明いたします。

歳入決算につきましては、予算現額合計が６億

2128万8000円、調定額が53億1959万354円、収入済額

が23億6989万2837円、収入未済額が29億4969万7517円

で、調定額に対する収入済額の割合は、44.6％となっ

ております。

収入未済額は、貸付先企業・組合等の業績不振や

倒産などにより、設備近代化資金及び高度化資金の

貸付金返済が遅延していることによるものでありま

す。

通知しました８ページをごらんください。

歳出決算につきましては、予算現額合計が６億

2128万8000円、支出済額が６億803万1516円、不用額

が1325万6484円で、執行率は97.9％となっておりま

す。

不用額の主なものは、公債費であります。これは

資金貸付先から県に対する償還額を、当該公債費と

して独立行政法人中小企業基盤整備機構宛てに償還

するものとなっており、貸付先からの償還金延滞に

伴い、県から同機構への償還分が減少していること

によるものであります。

次に、通知しました９ページをごらんください。

中小企業振興資金特別会計について御説明いたし

ます。

歳入決算につきましては、予算現額合計が９億16万
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3000円、調定額及び収入済額が14億6913万6487円と

なっております。

次に、通知しました10ページをごらんください。

歳出決算につきましては、予算現額合計が９億16万

3000円、支出済額が６億7058万760円、不用額が２億

2958万2240円で、執行率は74.5％となっております。

不用額は、機械類貸与資金貸付金の執行残による

ものであります。

通知しました11ページをごらんください。

中城湾港（新港地区）臨海部土地造成事業特別会

計について御説明いたします。

歳入決算につきましては、予算現額合計が35億

4266万4000円、調定額及び収入済額が40億570万

4243円となっております。

通知しました13ページをごらんください。

歳出決算につきましては、予算現額合計が35億

4266万4000円、支出済額が35億3569万3251円、不用

額が697万749円で、執行率は99.8％というふうになっ

ております。

不用額は、主に工事請負費における執行残でござ

います。

通知しました14ページをごらんください。

国際物流拠点産業集積地域那覇地区特別会計につ

いて御説明いたします。

歳入決算につきましては、予算現額合計が４億

5766万4000円、調定額が７億3311万2959円、収入済

額が６億7676万507円、収入未済額が5635万2452円で、

調定額に対する収入済額の割合は92.3％となってお

ります。

収入未済額は、主に経営破綻した企業の光熱費等

の滞納によるものでございます。

通知しました15ページをごらんください。

歳出決算につきましては、予算現額合計が４億

5766万4000円、支出済額が３億9737万6931円、不用

額が6028万7069円で、執行率は86.8％というふうに

なっております。

不用額は、主に入居企業の光熱水費の実績減等に

よるものでございます。

通知しました16ページをごらんください。

産業振興基金特別会計について御説明いたします。

歳入決算につきましては、予算現額合計が４億

9357万円、調定額及び収入済額が５億2390万8470円

であります。

通知しました17ページをごらんください。

歳出決算につきましては、予算現額合計が４億

9357万円、支出済額が４億2309万9023円、不用額が

7047万977円で、執行率は85.7％となっております。

不用額は、主に産業振興基金事業費において、補

助事業の事業実績減等による執行残でございます。

以上で、商工労働部所管の平成30年度一般会計及

び特別会計の歳入歳出決算の概要についての説明を

終わります。

よろしく御審査のほどお願い申し上げます。

○瑞慶覧功委員長 商工労働部長の説明は終わりま

した。

次に、文化観光スポーツ部長から文化観光スポー

ツ部関係決算の概要説明を求めます。

新垣健一文化観光スポーツ部長。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 ハイサイ、チュ

ウウガナビラ。

それでは、文化観光スポーツ部所管の平成30年度

一般会計歳入歳出決算の概要について御説明申し上

げます。

文化観光スポーツ部において平成30年度は、戦略

的な観光誘客と沖縄観光ブランドの発信強化を行う

とともに、外国人観光客の受け入れ対策に係る事業

などを展開してまいりました。

また、しまくとぅばの普及や伝統文化の継承・発

展、沖縄空手振興ビジョンロードマップの策定や沖

縄空手国際大会の開催、スポーツコンベンションの

推進や県出身スポーツ選手の育成・強化、ウチナー

ネットワークの継承・発展・強化に係る国内・海外

との各種交流事業などについても展開してまいりま

した。

その成果として、平成30年度の入域観光客数は

999万9000人、観光収入は7335億円といずれも過去最

高を記録しました。

また、県外・海外の空手関係の来訪者数の増加や、

プロ野球、サッカー春季キャンプの経済効果の向上

等が見られました。

今後も、観光・文化・スポーツ・交流の各分野に

おけるさまざまな課題に対する施策を展開し、さら

なる成果を上げるために取り組んでまいる所存でご

ざいます。

それでは、平成30年度一般会計の歳入歳出決算額

について、平成30年度歳入歳出決算説明資料（一般

会計）により、御説明申し上げます。

それでは、ただいま通知しました、表紙をめくっ

ていただきまして１ページをお開きください。

１ページは、（款）ごとの歳入決算状況となってお

ります。

表の一番上、文化観光スポーツ部の合計欄をごら

んください。

平成30年度の歳入決算として、予算現額の合計（Ａ
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欄）39億8593万8000円に対し、調定額（Ｂ欄）38億

2684万6924円、収入済額（Ｃ欄）38億2430万1874円

で、調定額（Ｂ欄）に対する収入済額（Ｃ欄）の割

合は、99.9％となっております。

なお、不納欠損額（Ｄ欄）はございません。収入

未済額（Ｅ欄）は、254万5050円となっております。

次に、（款）ごとに御説明いたします。

収入済額（Ｃ欄）をごらんください。

（款）使用料及び手数料は３億3752万392円で、そ

の主な内容は、県立芸術大学の授業料及び入学料等

であります。

なお、収入未済額（Ｅ欄）は254万5050円で、県立

芸術大学の授業料の未収分であります。

次に、（款）国庫支出金の収入済額（Ｃ欄）をごら

んください。国庫支出金は32億293万5256円で、その

主な内容は、沖縄振興特別推進交付金（ソフト交付

金）であります。

予算現額と収入済額の差額は、事業実績に基づく

減額によるものであります。

それでは右から左にスクロールしていただきまし

て、２ページをお開きください。

次に、（款）財産収入ですが、収入済額（Ｃ欄）は

8923万8211円で、その主な内容は、土地・建物貸付

料であります。

次に、（款）諸収入の収入済額（Ｃ欄）は１億6810万

8015円で、その主な内容は、平成22年度に国庫補助

事業を活用して設立した投資ファンドが解散したこ

とに伴うファンド財産の清算による分配金の受け入

れ等であります。

次に、（款）県債の収入済額（Ｃ欄）は2650万円で、

その主な内容は旭橋再開発地区観光支援施設設置事

業等に係るものであります。

予算現額（Ａ欄）と収入済額（Ｃ欄）の差額は、

事業実績の確定による減額分であります。

以上が、一般会計歳入決算の概要となります。

引き続き、スクロールしていただきまして、３ペー

ジをお開きください。

３ページは、（款）ごとの歳出決算状況となってお

ります。

表の一番上、文化観光スポーツ部の合計欄をごら

んください。

平成30年度の歳出決算は、予算現額の合計（Ａ欄）

92億9142万5570円に対し、支出済額（Ｂ欄）89億4089万

5426円、執行率96.2％、翌年度繰越額（Ｃ欄）9220万

3797円、不用額２億5832万6347円となっております。

翌年度繰越額（Ｃ欄）の主な内容は、沖縄コンベ

ンションセンター保全修繕事業の照明改修工事にお

いて、近年の建設需要の増加により受注生産品であ

る機器の納入に不測の時間を要したことが判明した

ことによるものなどであります。

次に、不用額の主な内容について、（款）ごとに御

説明いたします。

不用額欄をごらんください。

（款）総務費の不用額は3109万3303円で、その主

な内容は、外国青年招致事業の旅費や多文化共生推

進調査事業の執行残等によるものであります。

次に、（款）商工費の不用額は１億4307万7767円で、

その主な内容は、事業実績の確定に伴う委託料の執

行残等であります。

続きまして、スクロールしていただき、４ページ

をお開きください。

（款）教育費の不用額は8237万1597円で、その主

な内容は、県立芸術大学における人件費の執行残等

によるものであります。

最後に、（款）災害復旧費の不用額は178万3680円

で、社会体育施設等災害復旧事業費に係る執行残と

なっております。

以上で、文化観光スポーツ部所管の一般会計の歳

入歳出決算の概要について、説明を終わります。

御審査のほど、よろしくお願い申し上げます。

○瑞慶覧功委員長 文化観光スポーツ部長の説明は

終わりました。

これより質疑を行いますが、本日の質疑につきま

しては、「決算議案の審査等に関する基本的事項」に

従って行うことにいたします。

決算特別委員長から調査を依頼された事項は、沖

縄県議会委員会条例第２条に規定する所管事務に関

する決算事項でありますので、十分御留意願います。

なお、要調査事項の提起の方法及びその取り扱い

等については、昨日と同様に行うこととし、本日の

質疑終了後に協議いたします。

質疑に際しては、あらかじめ引用する決算資料の

名称、ページ及び事業名等を告げた上で、当該ペー

ジをタブレットの通知機能により委員みずから通知

し、質疑を行うよう御協力をお願いいたします。

また、答弁に当たっては、総括的、政策的な質疑

に対しては部局長が行い、それ以外はできるだけ担

当課長等の補助答弁者が行うことにしたいと思いま

すので、委員及び執行部の皆さんの御協力をよろし

くお願いいたします。

なお、課長等補助答弁者が答弁を行う際は、あら

かじめ職、氏名を告げてください。

質疑及び答弁に当たっては、その都度委員長の許

可を得てから、重複することがないよう簡潔にお願
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いいたします。

それでは、これより直ちに各決算に対する質疑を

行います。

大城一馬委員。

○大城一馬委員 おはようございます。

施策の成果に関する報告書の中の231ページ、その

中で、事業名が国際物流拠点産業集積推進事業とあ

ります。これはうるま市、沖縄市の立地になってお

りますけども、この物流拠点産業集積地域に立地す

る企業は現在何社でしょうか。

○久保田圭企業立地推進課長 平成30年度末現在で

すけれども、国際物流拠点産業集積地域、うるま地

区では71社の企業が立地しているところでございま

す。

○大城一馬委員 いろんな企業が立地されて、71社

も立地しているという説明ですけども、やはりその

辺の経済効果というのは出ていると思うんですね。

経済効果の中でも雇用数、あるいは搬出額、ちょっ

とその実績、成果を説明してください。

○久保田圭企業立地推進課長 平成30年度末現在で、

先ほど71社立地しているとお答えいたしましたけれ

ども、そのうち平成31年１月現在でこれらの企業に

雇用されている雇用者数が930名、また、平成30年の

年間の搬出額につきましては約178億円となっており

ます。

○大城一馬委員 それなりの経済効果が出ていると

いうことで、期待をしております。実は、16日に私

この地域を視察しまして、琉球海運さんの物流倉庫

として、県内最大級ということで見させてもらいま

した。非常にすばらしいシステムを導入して、雇用

創出もそれなりのが生まれるということもあって、

県内最大級の物流倉庫が今後いかに成果をあらわす

か期待をしていますけれども、部長、その辺のとこ

ろはどうでしょうか。

○嘉数登商工労働部長 我々としても、琉球海運の

当該地域の進出というのは非常に期待をしておりま

す。

○大城一馬委員 部長は視察したんですか、この間。

○嘉数登商工労働部長 これから行こうと思ってい

たところです。

○大城一馬委員 ぜひ行かれてください。私も零下

25度、初めて体験いたしました。そこで実はそのと

きに、いろんな琉海さんのほうから要請事項があり

ました。これは単に琉海さんの―会社の要望だけじゃ

なくて、集積地全体の要望だというふうに理解して

おりますけども、その中で商工労働部は直接関連は

ないと、所管が違うということもあって、とりあえ

ず要望だけ言っておきましょうね。まず、周辺環境

の整備ということで、やはり草刈りの問題、そして

また道路の除草作業、そしてまたオートバイ等によ

るドリフト、これも頻繁にあるみたいです。それの

解消・改善ですね。もう一つは、指定港以外でも動

物検疫許可が得られるようにということもあります。

そしてまた、国際物流以外でも使用用途を柔軟に対

応してやりたいということもあります。そういった

要望事項をぜひ関係部局と連携をとりながらしっか

りとやってほしいというふうに要望をして、この件

は終わります。

同じく、成果に関する報告書302ページ。大型ＭＩ

ＣＥ受入環境整備事業の件ですけれども、現在、こ

の大型ＭＩＣＥ施設整備について、どういう進捗に

なっていますか。

○加賀谷陽平ＭＩＣＥ推進課長 大型ＭＩＣＥの受

入環境整備のほうでございますが、現在、県では大

型ＭＩＣＥ施設の整備に向けて、課題となります整

備財源の確保策を中心に、事業のあり方について再

検討を行い、今後の進め方を整理することとしてお

ります。現在、民間資金を活用する官民連携の手法

について、国内外の事例調査など各種情報の収集に

努めるとともに、今後専門家委員会を立ち上げ、議

論を深めていくこととしております。県としまして

は、沖縄の成長可能性を引き出す大型ＭＩＣＥ施設

の早期整備に向けて、引き続き関係機関と連携して

取り組んでいく、そういった考えでございます。

○大城一馬委員 いわゆる導入可能性調査業務、こ

れも２社と契約して、それなりの調査は―どの程度

進んでいるんですか。

○加賀谷陽平ＭＩＣＥ推進課長 現在、国内外の事

例調査を進めているところでございます。また、今

後専門家の意見をいただくような場を早々に立ち上

げて、その中で議論を深めていくというふうに今進

んでいるところでございます。

○大城一馬委員 まずお聞きしておきたいのは、一

括交付金の利活用が極めて厳しいということで、民

間資金を導入するというような方針を持ってこの調

査等も入っていると思いますけども、この大型ＭＩ

ＣＥ施設、平成20年というのが供用開始と最初のこ

ろはありましたね。22年でしたね―2022年、これは

もう全く間に合わないということで、順延の形にな

ろうかと思っておりますけれども、これは何か聞く

ところによると、復帰50周年、いわゆる25年をめど

にというようなこともあったようですけども、それ

はどうですか、部長。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 私どもとしては、
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県経済に大きな影響を与えるこの大型ＭＩＣＥ施設、

東海岸の振興を図る上でも重要だということで施策

を進めているところです。できるだけ早期にという

ふうに考えております。一方、復帰50周年記念につ

きましては、今後庁内で十分に議論をして進めてい

くということがございますので、今現在、必ずしも

50周年記念にこれを位置づけてというところではご

ざいません。

○大城一馬委員 この大型ＭＩＣＥ施設、経済界か

らも相当な期待がありました。そして、地元初め、

東海岸地域からも自治体からも相当な期待がありま

したけれども、先ほど申し上げましたように残念な

がら一括交付金の全面的な活用ができなくなったと

いうことですね。その間、この大型ＭＩＣＥ建設が

なかなか、初期のころよりは地元の町民も非常にこ

の関心度が薄くなっていると私は捉えているんです

よ。やっぱり当時は初期のころは、結構町民の間か

らもこのＭＩＣＥの話が出てくるんですけども、一

時はＭＩＣＥどうなるかと、なかなか進まないとい

うことも、そういった話題もあったんですけども、

今日、全くそういう話が出てこないと。一番これが

怖いんですよね。いわゆる関心の薄れというのが現

実にあるんですよ。これは地元の首長、町長なんか

も同じような捉え方をしているんですね。その点に

ついて、県としてはどう捉えていますか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 大型ＭＩＣＥ施

設を整備する、それによってＭＩＣＥの振興を図る、

それから東海岸地域の振興を図って、西側とはもう

１本別に、東側にそういった機軸を設けるという県

のスタンスに変わりはございません。そういったこ

とから、今年度改めて財源確保を中心として、調整

事業・検討事業を進めているところでございます。

あわせまして、地元―与那原町、西原町、それから

中城、北中城のいわゆるサンライズ推進協議会の皆

様との意見交換、情報交換は引き続き進めておりま

す。近々、またこの４つの市町村も交えまして、う

ちのほうで協議もしながら、県内部、関係部局あわ

せまして、地元市町村との意見交換等を進めていき

たいというふうに考えています。

○大城一馬委員 ８月13日にサンライズ協議会から

要請書が出されていますね。その中で、こういう指

摘もあるんですよ。この協議会が―いわゆる大型Ｍ

ＩＣＥエリア振興に関する協議会、これが平成29年

２月に設置されて、その間１年半以上も協議会が開

催されていないという現実、実態。そういったこと

も含めて、やはり先ほど申しましたように、関心度

がだんだん薄くなっているというのは現実なんです

ね。ですから、地元の町村もサンライズ協議会も、

これは早期に解決すべきじゃないかという要請書が

出たわけですね。ですから、いろいろと県庁内部で

は実現に向けて作業はやっていると私は認識しては

おりますが、いかんせん地元に対する説明が全くな

いわけですね。やっぱり地元としては、早期に住民

説明会を開催してもらって、進捗状況、これをしっ

かり伝えておかんと、もちろんこれは県の施設です

から、県の事業ですから、県のほうがしっかり主導

権をとって、住民説明会でなぜおくれているのか、

今後どうするのか、今どういう作業をやっています

ということも含めて、私はやはり……、これ地元の

要望なんですよ、住民説明会はね、早期にやってい

ただきたいと。そうせんとこの事業はなかなか町民

の理解が得られない状況に陥っていくんではないか

と心配しているわけですよ。そういうことも含めて、

部長どうですか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 今、大城委員御

指摘のように、協議会自体は平成29年に開催して以

来行われておりません。ただ、平成30年度につきま

しては、いわゆる地元の市町村含め、私どものほう

から何度か４つの各町村長を初めあるいはそれぞれ

の地区での説明会などを実施して、大型ＭＩＣＥ施

設の早期整備について地元の理解をいただきたいと

いうところで、平成30年度は各地区に足を運ばせて

いただきました。今年度、財源を含めて整理する必

要があるということでやっております。そういった

ところで、先ほどありましたように８月に要請を受

けたところでございまして、現在、協議会に向けて

その下の幹事会を複数回開催して、今協議会の準備

をしているところです。また、繰り返しになります

が、地元の市町村の皆様にはぜひ御理解をいただく

ということが必要になりますので、近々に協議会を

開き、その後どういった対応ができるかというのを、

お互い意見交換をしていきたいなというふうに考え

ています。

○大城一馬委員 確かに地元の行政との報告・連携

・協議というのは必要でしょう。ただ、要するに地

元から要望があって、私も言いたいのは住民説明会

をやってくれんかと、これ強い要望なんですよ。県

のほうでしっかり段取りして。人を集めるのは地元

でやりますよ。そういったところの計画性はどうで

すか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 現在、財源を中

心に、いわゆるどういった手法が可能かという整理

をまさに行っているところです。これまでの計画を

ベースにいろんな調査、検討を進めているところで
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ございます。住民の皆様に、現在我々がやっている

ことの説明は可能ですが、それはある程度やっぱり

調査結果が出てから、いろんな県なりの考えを一つ

整理する必要があるかなということもございますの

で、時期も含めて、地元の町村の皆さんと意見交換

を進めていければなというふうに考えています。

○大城一馬委員 最後になりますが、やはりどうし

てもこの大型ＭＩＣＥ、当然県の経済振興にも大き

く寄与します。21世紀ビジョンにも盛り込まれてお

ります。そして、東海岸市町村も相当な期待があり

ます。ぜひ早期に、いろんな作業をやりながらも、

しっかりと地域の住民に説明するということをぜひ

やっていただきたいと思いますので、よろしくお願

いします。

終わりです。

○瑞慶覧功委員長 親川敬委員。

○親川敬委員 主要施策成果に関する報告書からい

きたいと思います。

213ページお願いします。

全国特産品流通拠点化推進事業、まずここで教え

てほしい、幾つかあるんですけども。まず１点目は、

この航空コンテナを借り上げて、事業者が利用する

までのフローをお教えいただけますか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 今おっしゃったフ

ローについては、まず利用者が初回利用の際に、県

に利用申し込みを行います。そして県の承認を得た

上で、実際に利用する都度、スペース確保申請書を

委託事業者に提出して、これは搭載日の２日前まで

に提出するということになっています。そして貨物

の搬入、これは前日の15時までに搬入することとな

ります。その後、この航空会社は午前２時前後に貨

物を飛行機に搭載して、那覇空港を午前５時前後に

出発、そしてアジア各国に午前７時前後に到着して

搬出するという流れでございます。

○親川敬委員 その際、利用者からの申し出とかが

当然あると思いますけども、これは１つのコンテナ

に対して複数業者が―例えば、どれぐらいの大きさ

かはよくわかりませんけども、あきがあるという場

合は、複数の事業者が１つのコンテナに物をおさめ

ることもできるんですか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 おっしゃるように、

複数事業者が混載することが可能でございます。全

体での最大積載量はちなみに１トンになります。

○親川敬委員 その際のこの物流支援での予算の使

われ方というんですかね、これはどういう内訳になっ

ているんですか。２億9000万円か。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 昨年度、平成30年

度当初予算ベースで、総額は１億4762万1000円、こ

のうちコンテナスペース確保に係る予算は当初

3320万円、これは平成29年度の当初予算と同額であ

りますけど、その後シンガポール、ここで日本の大

型小売店舗が２店舗オープンしました。これによっ

てこの輸出の量が当初予算を大幅に上回って、年度

途中で流用とか議会の皆さんの御協力、御理解をい

ただいて増額補正を行った結果、最終的にはこのコ

ンテナ事業は１億9975万7000円の予算となってござ

います。なお、決算額はそのうち１億9614万6000円

となって、執行率は98.2％でございます。

○親川敬委員 次行きます。

232ページお願いします。

航空機整備基地整備事業ですけども、これも皆さ

んから御案内いただいて、オープンのときにも見学

をさせていただきましたけども、これ当初から私、

関心を持っていて、その技術者は常に採用されてい

て、県外で研修を受けていますよという報告もいた

だきましたけども、その後どんなでしょうかね、予

定どおりに技術者が集まっているのかです。まず、

この点から。

○久保田圭企業立地推進課長 航空機整備施設につ

きましては、平成30年11月１日に供用を開始しまし

て、入居企業であるＭＲＯＪａｐａｎ株式会社が平

成31年１月より操業を始めております。雇用状況に

つきましては、令和元年９月末現在で265名が在籍し

ておりまして、今後の雇用計画としましては、令和

７年までに300名から400名程度の雇用を見込んでい

るというふうに聞いております。

○親川敬委員 265名ということは、当初から大体そ

の数、予定どおりの数なんですか。

○久保田圭企業立地推進課長 おおむね当初の計画

どおりというふうに聞いております。

○親川敬委員 この皆さんの成果説明書の中にも書

いてありますけども、今後のさらなるニーズに対応

をするためにということで、展開用地の検討も必要

だというふうに記述がされていますけども、その検

討状況はどんな状況ですか。

○久保田圭企業立地推進課長 県では、航空機の機

体整備を中心としまして、装備品やタイヤ、パーツ

の保管、整備、修理などを行う新たな企業の誘致を

行いまして、航空関連産業クラスターの形成に向け

て取り組んでいるところになっております。その機

体整備との隣接ですとか、沖縄の国際物流ハブの強

みを生かした産業集積を推進させるためには、将来

的には空港近隣に産業用地を確保するということが

望まれております。現在、県では市町村との意見交
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換ですとか、産業振興や産業用地の需給状況等、現

状と課題、今後の方向性について調査を実施してお

りまして、利用可能な展開用地の把握に取り組んで

おります。また、企業のニーズを把握する中で、必

要な用地の規模についても情報収集を行っておりま

して、関係省庁及び関係する市町村と産業用地確保

に向けた協議を行ってまいりたいというふうに考え

ております。

○親川敬委員 そういう検討が大体おおむねで、ま

とまる時期というのはいつぐらいを皆さんめどにさ

れていますか。全部じゃなくてもいいですし、部分

的に検討が始まるんでしょうけども、いつまでに、

第一次というのかね、それはめどをつけようと考え

ていらっしゃいますか。

○久保田圭企業立地推進課長 まずは、今年度もう

既に市町村を対象としたアンケートは実施しており

まして、そのアンケートの結果とかを踏まえまして、

年度中に２回程度、圏域別にその市町村の方々にお

集まりいただきまして、意見交換を開催したいとい

うふうに考えております。それを踏まえまして、次

年度以降、産業用地の確保に向けたどのようなあり

方、市町村と県との役割分担とかも含めまして、あ

り方を検討したいというふうに考えております。

○親川敬委員 256ページ行きます。

ここのところでお伺いしたいのは、雇用機会の創

出、ミスマッチの解消というタイトルになっていま

すけども、まず今回、決算は平成29年度なんですけ

ども、まず地域巡回マッチングプログラムというと

ころの平成29年度、30年度の比較を少し示してもら

えますか。

○島尻和美雇用政策課長 平成29年度の事業につき

ましては、地域巡回型の５圏域を回る説明会が５回、

正社員特化型が２回、業界特化型が３回の合計10回

を開催しております。続きまして、平成30年度です

が、こちらは地域巡回型が５回、正社員特化型が２回

の実績となっております。就職件数ですが、平成29年

度は参加求職者数が1036人、平成30年度は512人、参

加企業数は平成29年度が310社、平成30年度は189社、

新規就職者数が平成29年度は81人、平成30年度が47人

となってございます。

○親川敬委員 この中にある世代間のペア就労の業

種とその助成金の内容を教えてもらうことはできま

すか。どういう業種がペアの就労になっているのか。

○島尻和美雇用政策課長 生涯現役スキル活用型雇

用推進事業のほうですが、実際、業種といたしまし

ては、平成30年度の事業といたしまして建設業が12、

製造業が10社、医療福祉のほうが５社でペアスキル

の事業を実施しております。続きまして助成金の内

容でございますが、55歳以上の高年齢従業員と、15歳

から30歳までの新規で正規雇用した若年者従業員が、

３カ月間ペアを組んで同じ業務に携わるペア就労を

行う取り組みに対して、ペア就労１組につき28万円

の助成金を支給している事業でございます。

○親川敬委員 この28万円の行き先は企業ですか。

○島尻和美雇用政策課長 企業のほうに支給をして

おります。

○親川敬委員 次、272ページに行きたいと思います。

技能五輪の件ですけども、大会、私たちも招待を

受けて行きましたけども、この28年大会での沖縄県

の技能者の状況、どういう成果を上げたのかですね。

○下地康斗労働政策課長 昨年の沖縄県大会では、

沖縄県から技能五輪に30職種、110名、アビリンピッ

クに19職種、29名、合わせまして139名という過去最

多の選手が出場しております。その結果、技能五輪

では金賞２名を含む７職種、18名、アビリンピック

では金賞２名を含む８種目、９名、合計27名の選手

が入賞を果たし、いずれも過去最多の入賞者数となっ

ております。また、沖縄県選手団として初めて全国

技能士会連合会会長賞及び未来への挑戦賞の２つの

団体賞を受賞しております。

○親川敬委員 この金賞の職種はどういう職種です

か、技能者ですか。

○下地康斗労働政策課長 レストランサービスで

１名、日本料理で１名、またアビリンピックにつき

ましては、フラワーアレンジメントで１名、建築Ｃ

ＡＤで１名となっています。

○親川敬委員 記念的な大会以外にも、県内で行わ

れている技能検定試験というのがあるようですけど

も、この技能検定試験の沖縄県の実施状況を教えて

もらえますか。

○下地康斗労働政策課長 沖縄県では、左官、機械

加工、とび、フラワー装飾などの、例年約55職種程

度で技能検定を実施しております。平成30年度につ

きましては、53職種で試験を実施し、合格者は1011名

となっております。

○親川敬委員 この53職種というのは、全体の競技

のうち53というと何パーセントぐらいを占めている

んですか。

○下地康斗労働政策課長 国全体での技能検定の実

施職種自体は130職種ありますが、例年、大体沖縄県

では55から59程度、約５割弱ぐらいの職種で試験を

実施しております。

○親川敬委員 沖縄県、そういう意味では、製造業

が弱いと言われている中で、やっぱりこういう技術
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者というのをどんどん育てて、そういう育成をする

必要があると思うんですけども、このあたり、この

53職種、前回応募しているようですけども、大体毎

回53ですか、それとも特徴的にふえているとかもあ

るんですか。

○下地康斗労働政策課長 大体五十八、九職種を予

定はしているんですけど、実際応募者がいなかった

というふうなものもございまして、大体53職種から

55職種にはなってございますが、その中でも職種に

よっては中に等級等がございまして、特級あるいは

１級、２級、３級というふうなものがございます。

ちなみに、昨年の合格者の中で特級ではパン製造業、

１級では金属塗装、２級では同じようなパン製造業、

３級では造園工事あるいは機械検査等の合格者が出

ておりまして、例年、各等級それなりに合格者が誕

生して、技能士のほうは数としてはふえている状況

でございます。

○親川敬委員 次、文化観光スポーツ行きたいと思

います。

281ページの国内需要安定化事業、お伺いします。

ここの年齢層ごとの沖縄観光リピーターというのは

状況を把握していますか。

○雉鼻章郎観光振興課長 平成29年度における調査

の年齢層ごとのリピーター率でございますけれども、

まず10代が56.9％、20代が79.7％、30代で81.9％、40代

86.5％、50代87.8、60代86、70代86.2、80代以上で

92.9という数字が出ております。

○親川敬委員 20代以降はほとんどが80％台という

ことで、この間、観光客伸びてきたじゃないですか。

そのリピーターの皆さんが割合的にはふえていると

いう、その辺の把握はしていますか。

○雉鼻章郎観光振興課長 入域観光客数という数字

は把握しておりますけども、その内訳、初めておい

でになったのか、それとも何回目なのかというとこ

ろまではちょっと把握はしておりません。

○親川敬委員 次行きますね。

313ページ行きたいと思います。2020年の東京オリ

ンピックの件ですけども、まず最初にお尋ねしたい

のは、県内の聖火リレーのルートを把握していらっ

しゃるんでしたら。

○金村禎和スポーツ振興課長 沖縄県内の聖火リ

レーにつきましては、ことしの６月に組織委員会の

ほうから公表されておりまして、14の市町村で実施

をするということになっております。具体的な市町

村名を申し上げますと、５月２日の１日目が那覇市、

宜野湾市、沖縄市、うるま市、石垣市、それから本

部町、名護市となっております。５月３日が豊見城

市、浦添市、北谷町、座間味村、宮古島市、南城市、

糸満市となっております。

○親川敬委員 その中で５月２日の名護のルートの

話なんですけども、ここは前のオリンピックのとき

にはそこは聖火が宿泊したという記念碑も建ってい

ますけども、今回この名護の関係機関との連携とい

うのかな、迎えたいということで、歓迎しようとい

うことで相当地域では盛り上がっていますけども、

それはその辺との連携はどの程度進んでいますか。

○金村禎和スポーツ振興課長 実施市町村につきま

しては、自治体とそれから消防本部とか、あと警察

・消防も含めて調整をさせていただいているところ

でございまして、嘉陽区につきましては特別にそう

いった委員がおっしゃった事情もありますので、特

殊区間というところで入れております。そういった

ことも含めて、関係者と調整をさせていただいてい

るというところです。

○親川敬委員 やっぱりそれぐらいの思いを持って、

いろんな取り組みが始まっているようですから、しっ

かりと連携をして期待に応えられるような聖火リ

レーにしてほしいと思います。

318ページ行きます。

沖縄文化芸術を支える環境形成推進事業とありま

すけども、よくわからないんで教えてほしいんです

けど、環境形成といったらどういうことをされよう

としているのか。

○新垣雅寛文化振興課長 この沖縄芸術文化を支え

る環境形成推進事業とは、県内の文化関係団体が行

う取り組みに対して支援を行っているというところ

なんですけども、この支援の内容を３つのカテゴリー

に分類いたしまして、１つ目が文化芸術活動の自立

・持続化に向けた運営上の課題解決の取り組みに対

する支援を行うものであるとか、２つ目がこの文化

関係団体が行う文化芸術の普及及び魅力発信の取り

組みに対して支援を行うもの、３つ目が文化芸術資

源を活用して、地域の諸課題の解決を図る取り組み

に対して支援、補助を行う内容となっております。

○親川敬委員 これで採択された活動を幾つか紹介

していただけますか。

○新垣雅寛文化振興課長 平成30年度に採択された

事業は、合計で19件となっております。19件の事業

内容の内訳といたしましては、１つ目の文化芸術活

動の自立・持続化に向けた運営上の課題解決の取り

組みに対しては８件の支援を行っております。２つ

目の文化芸術の普及及び魅力発信を行う取り組みに

対しては５件の支援を行っております。３つ目に文

化芸術資源を活用して地域の諸課題の解決を図る取
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り組みに対する支援を６件行いまして、合計で19件

となっているところでございます。

○親川敬委員 １例でいいですから紹介してほしい

んですけども、地域の取り組みの中で。

○新垣雅寛文化振興課長 それぞれの３つの採択さ

れた代表的な事業内容を御説明したいと思います。

１つ目が、文化関係団体が行う自立・持続化に向け

た運営上の課題解決の取り組みの内容といたしまし

ては、事業名が次世代を担う八重山芸能後継者育成

支援事業ということで、八重山芸能というのは、沖

縄県内でも芸能が一番盛んな地域ではありますけど

も、やはりその地域でも後継者育成というのが課題

というふうになっておりまして、その課題解決を行

うために、例えば小・中・高生を対象にした琉球芸

能体験ワークショップを実施したりとか、あと、子

供たちと実演者が共演する琉球芸能鑑賞会の開催を

行うような取り組みの内容となっております。

２つ目に、文化芸術の普及及び魅力発信を行う取

り組みの具体的な事例といたしましては、三線文化

の普及連携事業というのがございまして、これは三

線文化を広く普及するための取り組みといたしまし

て、県外を含む三線コンクールであるとか、あと演

奏会やイベント等の機会を捉えて、三線の専門家が

実際に出向きまして、そこでいろんな相談を受けた

り三線のメンテナンス等を実際に行うでありますと

か、三線の歴史でありますとか無料体験、ワーク

ショップ等を実施するというような内容となってい

るところでございます。

３つ目に、文化芸術資源を活用した地域の諸課題

を解決する取り組みの具体的な内容といたしまして

は、ジュニアジャズオーケストラによる子供の居場

所づくりということで、児童を対象に学校を終えて

からの夕方の居場所づくりというのが社会的な課題

として今挙げられていますので、そういった音楽に

興味を持つ児童を対象にして、プロのジャズオーケ

ストラが実際に児童・生徒に音楽を教えて、ジャズ

のオーケストラの練習を通した居場所づくりを行っ

て、その成果を地域のほうに文化祭等で発表すると

いう内容というふうになっているところでございま

す。

○親川敬委員 最後、321ページ行きたいと思います。

琉球王国文化遺産集積・再興事業というタイトル

がついていますけども、この中で復元された文化遺

産を紹介していただけますか。

○金城健沖縄県立博物館・美術館副館長 琉球王国

文化遺産集積・再興事業で、今制作されている美術

品についての御質問だと思います。これは、平成27年

度から令和３年度までの７年計画でつくっておりま

す。これ、模造復元という言葉なんですけど、ちょっ

と説明をさせてください。模造復元といいますのは、

当時の原材料、当時のわざを使って現代によみがえ

らせると。その反対にレプリカというのがあるんで

すけども、レプリカというのは見た目ではそれらし

く見えるんですけども、中身はプラスチックである

ということなんですけども、この事業で行っており

ますのは模造復元ということで、その中で、基本的

には琉球王国時代の文化財、戦争等で壊滅的な打撃

を受けたものを、現代の伝統的なわざを使って現代

によみがえらせようと。首里城や中城御殿、円覚寺

に存在した文化財等を今制作しております。具体的

には、聞得大君御殿雲竜黄金簪とか、玉陵の石獅子、

玉陵碑、それから千代金丸、三線の富盛開鐘等々65件

を予定しております。

○親川敬委員 これから65件ということですか、そ

れとももう既に完成というか復元したのがあるので

すか。

○金城健沖縄県立博物館・美術館副館長 平成29年

度に11件、平成30年度18件、令和―ことしですけど

も24件で、今まで60件はもうできる予定です。そし

て最終年度は５件、合わせて65件。

○親川敬委員 大変御苦労されていると思いますけ

ども、この材料というのはどういうふうなルートと

いうのか、常に周辺にあるもんなんですか。

○金城健沖縄県立博物館・美術館副館長 それはま

たその製品にもよりますけども、例えば織物ですと

現在残っている顔料からこれを科学的に分析したり

とか、あと金工ですとこれはまたＣＴスキャンした

りとか、木工も一部しか残っていないものもありま

すので、これもＣＴスキャンとか科学的な手法で研

究して当時のものに近づけていくというふうな方法

をとっております。

○親川敬委員 これは県民が見ることができるんで

すか。観光客も見ることができるんですか。

○金城健沖縄県立博物館・美術館副館長 今後の予

定ですけども、今年度の２月４日から３月15日まで、

県立博物館・美術館で今までの成果の展示会を行う

予定にしております。そして、令和２年度について

は、首里城それから久米島、宮古、八重山の巡回展、

それと令和３年には県外での巡回展を計画しており

ます。

○親川敬委員 以上で終わります。

ありがとうございました。

○瑞慶覧功委員長 瀬長美佐雄委員。

○瀬長美佐雄委員 おはようございます。
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商工労働部関係から行きます。

好調な県経済という中で、課題はやっぱり県民所

得の向上、そして正規雇用化の拡大、同時に失業率

の改善ということですが、前年度の到達を踏まえた

今日的な到達の状況を、まず経済指標的な観点から

どうなっているのか伺います。

○島尻和美雇用政策課長 完全失業率の現状でござ

いますが、県経済の拡大や観光客数の増加等により、

沖縄県の平成30年の完全失業率は3.4％で、前年3.8％

と比べて0.4ポイント低下し、８年連続で改善をして

おります。

○瀬長美佐雄委員 ちなみに、所得あるいは正規雇

用化も拡大しているということなのか、確認です。

○島尻和美雇用政策課長 労働力調査によりますと、

平成30年は沖縄県の非正規雇用者の割合は38.6％と

なっており、全国の37.8％に比べ0.8ポイント高い状

況になってございます。正規雇用化の拡大について

は、沖縄21世紀ビジョン後期実施計画の中で、平成

33年度までに正規雇用割合を全国並みの62.5％とす

る目標値を設定しておりますが、平成30年度現在の

沖縄県の正規雇用率61.4％となっております。

○瀬長美佐雄委員 ちなみに、今後の経済の動向は

どういう見通しなのか伺います。

○嘉数登商工労働部長 観光需要に牽引されまして、

県経済は好調に推移してきているというふうに思っ

ております。ただ、リスクが全くないわけではなく

て、対中貿易の問題ですとか日韓関係もありますの

で、そこは注意深く見ていく必要があるのかなとい

うふうに思っております。一方、１人当たりの県民

所得という点では、先日発表されまして、平成29年

度で227万円というところで伸びてきているところで

ございますし、それから雇用環境も非常に改善され

てきておりますので、ここを確実に伸ばしていくと

いうふうな努力は必要かなというふうに考えており

ます。

○瀬長美佐雄委員 事業に移りますが266ページ、成

果の報告書ですね。雇用改善という点で、事業の効

果について伺いたいと思います。

○島尻和美雇用政策課長 雇用環境の改善といたし

まして、平成30年度は沖縄県人材育成認証企業７社

認定、経営者や人事責任者等を対象といたしました

人材育成推進者養成講座76名が修了し、平成30年度

末の認証企業は40社、講座修了者は453名となってお

ります。認証審査時には、働きがいの基準に関する

15項目について従業員アンケート等を実施し、８項

目以上で75％以上が達成していると回答することが

求められるなど、厳しい基準が設定されております。

認証取得によるメリットとして、自社の現状把握や

社員の会社に対する経営参画意識の芽生え、テレビ

出演や認証ロゴマーク活用による新卒採用等におけ

るブランド力が向上したなどとして、人材育成に積

極的な企業として認知がなされたことで過去最多

12名の新卒生入社が決定したとの御報告もございま

す。

○瀬長美佐雄委員 続きまして、267ページ、正規雇

用の促進に係る事業が３点ほどありますが、それぞ

れの事業の概要と成果について確認します。

○島尻和美雇用政策課長 正規雇用の促進について

は、正社員転換を要件とした研修費補助や専門家派

遣等の支援に加え、若年者の正社員雇用と定着に対

して助成をする実証事業を実施しているところでご

ざいます。平成30年度の実績といたしましては、正

規雇用化サポート事業といたしまして83人が正規雇

用化されております。次に、正規雇用化企業応援事

業で57人、正社員雇用拡大助成金事業では６人、合

計164人の正規雇用の拡大が図られております。

○瀬長美佐雄委員 正規雇用拡大助成金事業、これ

２億円ほどの当初予算だったのかなというのが、実

体的には今言う６名。この意味するものがどういう

ことでこういう結果になっているのか確認します。

○島尻和美雇用政策課長 平成30年度の助成件数

６件と伸び悩んだ主な理由といたしましては、国と

の調整に時間を要し、事業開始が10月１日となり、

事前の周知期間を十分にとれなかったことが要因と

して考えられております。今年度は従来の事業説明

会やセミナー等での周知に加えて、ハローワーク発

行の紹介状にチラシを添付することや、人手不足が

顕著な業界等を所管する庁内関係部局との連携を図

りながら、事業周知依頼を行うことと、周知広報を

強化しております。

○瀬長美佐雄委員 結果はまだ出ないと思いますが、

今年度の取り組み、応募状況あるいは見通し、どう

いう状況になっているか。

○島尻和美雇用政策課長 ９月末時点でございます

が、正社員雇用拡大助成金事業につきましては40社、

50人が交付申請を行っているところでございます。

○瀬長美佐雄委員 続きまして272ページ、56番。

公契約条例に至る取り組み、課題として掲げてい

るところ等々で、条例の趣旨を生かしてその目的に

照らして対応が、課題として求められているという

ことを踏まえて、現状はどういう取り組みになって

いるのか伺います。

○下地康斗労働政策課長 平成31年３月に沖縄県の

契約に関する取組方針を策定し、公表したところで
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ありますが、この取り組み方針につきまして、県内

５地区、宮古・八重山も含めて説明会を開催したと

ころでありまして、今後は各部局等における取り組

みの実施状況でありますとか、新たな取り組みの検

討状況等について調査を実施して、その状況につい

て沖縄県契約審議会のほうに報告をし、意見聴取を

行うこととしております。県としましては、先行的

な取り組みを部局等と情報共有して広げていくとと

もに、審議会の意見を踏まえて、取り組みの改善や

充実等を行って条例の実効性を高めていきたいとい

うふうに考えております。

○瀬長美佐雄委員 運用上の中で、当然、公契約に

かかわった中小企業が下請等々のかかわりでも泣か

されないように。あとは実際、労働者の賃金として

公契約上認められている金額ということが、実際に

労働者の賃金に反映させて上昇するという点では、

観点としては大事なので、そこを踏まえて対応をど

のように臨んでいくのか確認します。

○下地康斗労働政策課長 契約に係る賃金等につき

ましては、事業者等へのアンケート調査とかを行っ

て、労働者の賃金の状況、当然最低賃金以上という

ふうな賃金を確保しているかどうかとか、社会保険

加入等の状況について調査をしまして、把握をしな

がら、関係部局とも連携しながらしっかり公契約の

趣旨に沿った運用等がなされるような形で進めてい

きたいと考えています。

○瀬長美佐雄委員 次に、274ページ、沖縄工芸産業

振興拠点整備ということで、第８次の沖縄県の伝統

工芸産業振興計画を読ませていただきました。そう

いう意味では、沖縄県の伝統工芸産業をめぐる状況

としては厳しさが強調されていますし、これを打開

するための拠点が必要だというふうなことで準備さ

れてきたかなと思いますが、その準備に当たっての

議論で今回施設整備に入りますが、ここまで至った

中での求められる施設整備にしっかりと踏まえた準

備がされてきたのかどうか、伺います。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 まず、計画を進

める前に検討、調査を行っております。それに関し

ては、産地組合や市町村にアンケートをとりまして、

支援ニーズなどの把握に努めております。基本計画

の策定段階では、産地組合の要望、意見などを参考

にするために、工芸関係者が委員となる会議を開き

まして策定の参考にしております。それから、平成

27年度には毎年、年度初めに中北部、宮古、八重山

と県の事業説明を行う場があるんですけれども、そ

の中で組合、事業者、市町村の工芸担当者に施設の

概要説明などを実施しております。平成29年には産

地組合へ基本設計の概要説明、それから工芸事業者

が利用をしやすい施設とするため、実施設計の参考

として要望の聴取も行っております。平成30年度も

説明会を北部から石垣、与那国、中南部まで行って

おります。

○瀬長美佐雄委員 伝統工芸品の次のページにあり

ますが、要するに伝統工芸等の感性型ものづくり産

業も振興するという事業について、この内容そして

効果について伺います。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 この感性型もの

づくり産業の振興は２つの事業がございます。まず

１つが、工芸・ファッション産業宣伝普及事業とい

うことになります。この事業の概要は、東京にあり

ます銀座わしたショップの地下１階、こちらに工芸

品の常設展示場を設置しました。やちむんや琉球ガ

ラスなどの制作実演、それから制作体験できる企画

展を10回ほど開催して、工芸品の販売、誘客に役立

てたということになります。それから２つ目、アク

ティブラーニング型工芸事業力養成事業。こちらは

消費者ニーズに対応する工芸事業者の育成を目的に

実施しておりまして、まず製品開発力の向上を目的

に工芸事業企画コースというのを設けてあります。

それからもう一つ、工芸素材をほかの革製品とかそ

ういったものと組み合わせて商品価値を上げる、ま

た技術を上げるといった、技術を身につけるコース

も実施しております。

○瀬長美佐雄委員 続きまして、障害者雇用に係る

事業ですが、277ページの障害者の就労の拡大。これ、

執行率が60％と。この要因、これらの事業を通して

の成果について確認します。

○島尻和美雇用政策課長 平成30年の県内企業にお

ける障害者実雇用率は2.73％となり、全国１位となっ

ております。雇用障害者数、実雇用率ともに過去最

高を更新しております。平成30年度におけるハロー

ワークを通じた障害者の就職件数1912件のうち、約

半数が企業規模49人以下となっており、法定雇用義

務が生じない中小企業等においても障害者雇用が進

んでいるのが沖縄県の現状でございます。不用額で

ございますが、平成30年４月の法定雇用率の引き上

げにより、職場適応訓練において企業側が障害者の

雇用を優先する傾向があったことで、訓練実施者が

見込みよりも減少したことにより、訓練手当や訓練

委託料において不用が生じ執行率が減少しておりま

す。

○瀬長美佐雄委員 先ほど技能五輪・アビリンピッ

クについて質疑がありましたので、実際、そこにそ

の取り組みを通して特に参加された皆さん、今後の
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技術力向上とか、意欲等々について効果があったの

かどうか、現状の取り組みといいますか、毎年行わ

れていると思いますが、その状況を伺います。

○下地康斗労働政策課長 沖縄大会の成果としまし

て、大会出場を目指してみずからの技能の研さんに

努める若者や、人材育成に取り組む企業の裾野が広

がったほか、技能尊重機運も高まったと考えていま

す。また、障害者雇用への理解も深まったものと考

えております。県としましては、引き続き技能向上

の推進であるとか人材育成の強化、また、技能尊重

機運をさらに高めていくため、今年度から技能向上

人材育成事業を実施しておりまして、メダリストに

よる出前講座や合同公開練習会、また、各種訓練経

費の助成等に取り組んでいるところでございます。

○瀬長美佐雄委員 事業ということではないんです

が、観光客がふえ続けている中でいうと、リーディ

ング産業にかかわる観光関連産業に勤める皆さんの

諸待遇というか、それはなかなか厳しいものがある

というふうな状況が聞かれますが、その面について

の皆さんの取り組み、そういった関連業界として挙

げて、雇用状況の改善、処遇改善、中には特にホテ

ル業界の方はボーナスないんですよというのが結構

大きい声としても聞かれます。ここら辺の改善の努

力方法とか取り組み状況を伺いたいと思います。

○雉鼻章郎観光振興課長 沖縄県の観光に関する県

民意識の調査によりますと、観光産業への就業意向

が16.4％ということで、今お話にありましたとおり、

観光産業は休みがとりにくいとか、それから労働時

間が長そうであるというようなマイナスイメージが

非常に多いという結果が報告されております。県と

しましては、観光産業における労働環境の改善を行っ

ていく必要があるというふうに考えておりまして、

平成30年度の観光人材育成・確保促進事業におきま

して、業務効率や職場環境の改善を図るために、現

場管理や組織運営を担っていく中核人材を育成する

集合型研修を実施しております。平成30年度の実績

で申し上げますと、参加事業者が69社、受講者数は

延べ人数でございますが345人といった、このような

取り組みを平成30年度は行ったところでございます。

○瀬長美佐雄委員 外国人客がふえているとともに、

受け皿になる県内でも外国人の労働者がふえていく

という中でいうと、その外国人の労働環境がどうな

のかと。あるいは相談する、困っている、言語もそ

うでしょうが、それに対する相談するセンター的な

窓口等々についても、国の機関もあろうかと思いま

すが、県内でそういう準備というか対応、どんな対

応をされているのかお願いします。

○島尻和美雇用政策課長 外国人を雇用する事業者

には、雇い入れ及び離職の際に、その氏名、在留資

格などについてハローワークへ届け出ることが義務

づけられております。その届け出に基づき、国にお

いて外国人雇用管理アドバイザーによる雇用管理の

実態及び問題点を把握・分析、的確で効果的な改善

案の指示など、雇用管理に係る助言や指導等を行う

こととなっております。

○瀬長美佐雄委員 文化観光スポーツに係る質問に

移りますが、観光客のことしの目標、推移、見込み、

どうなっているか伺います。

○平敷達也観光政策課長 平成30年度の入域観光客

数は、目標値の1000万人に対して対前年度比4.4％増

の999万9000人となりました。内訳といたしましては、

国内客が1.6％増の699万8200人、外国客が11.5％増

の300万800人となっております。そして、今年度の

目標値については、国内客が706万人、外国客は324万

人、合計で３％増の1030万人と設定しており、日韓

情勢の影響が顕在化しているものの、今年８月まで

の累計では対前年度比3.3％増とおおむね堅調に推移

しているところでございます。今後の見通しでござ

いますが、韓国市場の落ち込みや今後のインバウン

ド動向に関し、先行きが不透明な面はありますが、

目標達成に向けては韓国市場の対応はもとより、引

き続き好調な国内市場や海外他地域における誘客プ

ロモーション等に取り組んでおります。

○瀬長美佐雄委員 事業を見ていきたいと思います

が、288ページ、クルーズ船のプロモーション事業と

ありますが、これにかかわってもそうでしょうが、

東洋のカリブ構想とかも打ち出していますし、昨年

度どういう到達があったのか、現年度どうなってい

るのか伺います。

○雉鼻章郎観光振興課長 東洋のカリブ構想につき

ましてですけれども、平成30年３月に発表いたしま

して、この構想に基づいてクルーズ船の誘致を進め

ているところであります。昨年度も誘致を進めて、

今年度も引き続き行っているところでありまして、

今年度につきましては、本日からなんですがフライ

＆クルーズという沖縄に飛行機でお見えになって、

それで那覇からクルーズ船に乗って台湾を含む離島

―宮古、石垣を回って那覇に戻るというような取り

組みが、外国の船社なんですが始まったところであ

り、一定の成果は得ているというふうに考えており

ます。

○瀬長美佐雄委員 ビジットおきなわ計画を読ませ

ていただきましたが、やっぱり受け入れ環境の整備

も課題という点で、バース、あるいは分散化、その
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取り組みの状況はどうなっていますか。

○雉鼻章郎観光振興課長 例えば今、那覇港におき

ましては、新しいクルーズ船用バースの計画が進ん

でいるところであります。あと、分散化という意味

では、現在も中城湾港でありますとか、石垣、宮古、

あのあたりにもクルーズ船は参っておりますし、今

本部港のほうでもクルーズ船の岸壁の計画が進んで

いるところでありますので、今申し上げたような港

での分散化というようなところは進んでいるという

ふうに考えております。

○瀬長美佐雄委員 次は、戦略的ＭＩＣＥ誘致促進

事業、この取り組みについて、どういう取り組みで、

成果がどう見られたのか伺います。

○加賀谷陽平ＭＩＣＥ推進課長 戦略的ＭＩＣＥ誘

致促進事業におきましては、国内外の新たなＭＩＣ

Ｅ需要を取り込み、本県のＭＩＣＥ関連産業の発展

につなげることを目的に、効果的かつ質の高いプロ

モーションなどの誘致広報活動、それからコンベン

ション等の開催経費の支援や芸能団派遣等を行う開

催支援、また、ＭＩＣＥプレイヤーを育成する研修

の実施などの受け入れ体制整備といったような、一

連の取り組みのほうを実施しております。このよう

な取り組みを継続的に、県内の民間事業者ですとか

大学、また各種団体や国等とも連携しながら実施を

していくことによりまして、沖縄の地域特性を生か

しました国際会議や、魅力ある観光リゾート資源を

生かしたインセンティブ旅行が着実に増加してきて

おります。平成30年の沖縄でのＭＩＣＥ開催実績は

1238件となっておりまして、一定の評価を得ている

というふうに考えております。

○瀬長美佐雄委員 大型施設としてのＭＩＣＥの必

要性というか、今行われている事業を通して、やは

り大型施設が必要なんだと、それにまた対応する需

要見込み等々もあるんだということなのか。そこら

辺の感触と見通しを伺います。

○加賀谷陽平ＭＩＣＥ推進課長 先ほど、平成30年

の開催実績1238件という数字のほうを申し上げまし

た。このうちの現状６割が100人以下の規模のＭＩＣ

Ｅというふうになっております。その中でも1000人

以上のＭＩＣＥについても８％程度の実績があるん

ですが、その件数はなかなか伸び悩んでいるという

ところがございます。その要因が何かというふうに

申しますと、現状ある県内の施設規模の制約、そう

いったこともありまして、大型の案件をなかなかふ

やしていけないというそういった実態のほうもあり

まして、我々としては大きな施設が必要であるとい

うふうには考えているところでございます。

○瀬長美佐雄委員 次に、沖縄空手振興事業につい

てですが、空手会館は開設されていますし、その取

り組んでいる中身、会館利用状況等々を伺います。

○山川哲男空手振興課長 沖縄空手会館は平成29年

３月にオープンいたしまして３年目に入っていると

ころなんですけれども、沖縄空手の発祥の地として

国内外への発信、それから受け入れ体制の構築といっ

た事業を展開しております。会館の実施状況ですけ

れども、まず稼働率といたしましては、平成30年度

の目標値25％に対して46.1％ということで、約20ポ

イント以上の好調な推移となっておりますが、一方、

展示施設に関しましては、平成30年度の目標値２万

2000人に対して１万3980人ということで、かなり開

きがある状況にございます。これらのことを踏まえ

まして、企画展示のほうに力を入れながら、展示資

料室への利用者数の増加を図っていきたいというふ

うに考えております。

○瀬長美佐雄委員 ちなみに外国空手マンも結構い

らっしゃっていると、利用者もふえていると。それ

についての状況はどうなんでしょう。

○山川哲男空手振興課長 道場施設等に関しまして、

精緻な数字というのは今持ち合わせていないんです

けれども、展示施設に関しましては受付窓口のほう

でカウントができるという部分がございまして、今

年度の数字で申し上げますと、４月から８月までの

累計で展示施設内に4725人、入館いたしまして、そ

のうちの1815人が海外の方となっております。

○瀬長美佐雄委員 ありがとうございます。

次、322ページにありますが、デジタルミュージア

ム推進事業、歴史と誇りある伝統文化の継承・発展

をという項目ですが、これに対する事業の内容と成

果について伺います。

○金城健沖縄県立博物館・美術館副館長 デジタル

ミュージアム推進事業ですけれども、これは沖縄の

伝承、民話を電子紙芝居として制作して、沖縄の各

地の文化の保存でありますとか、しまくとぅばの普

及等々を目的としております。これの大きな特徴で

すけれども、まず実際に話された方のテープの音声

と、それから方言のうまい方の話者、再話者の音声、

それから日本語の字幕、それから方言の学術表記―

例えばワーという言葉がありますけども、これの沖

縄の表記、これもちゃんとして楽しみながら学べる

と。そして、各地の文化を学べるというふうなつく

りになっておりまして、まず３万3000の中から80話

を選定いたしました。選定方針といたしましては、

北部、中部、南部、宮古、八重山、各地域をバラン

スよく選定しております。そして、その中身的にも
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歴史であるとか―例えば民族の由来であったりとか、

トーカチの由来であったりとか、そういうもの等を

選定しております。これにつきましては、既に６話

はできていまして、博物館・美術館のホームページ

から見ることが可能です。そして、１月には去年つ

くりました24話についても、もっと簡単に見やすい

形で県民、それと離れたところ、もちろん世界中か

ら見られるようにする予定です。

○瀬長美佐雄委員 最後に326ページ、世界のウチ

ナーネットワーク強化推進事業の取り組み状況です

ね、伺います。

○伊田幸司交流推進課長 本事業につきましては、

平成28年度に開催された第６回世界のウチナーン

チュ大会で10月30日が世界のウチナーンチュの日と

して制定されたことを踏まえ、県内市町村や海外県

人会等、ウチナーネットワークを構成する方々と連

携して、同記念日の定着化に向けた取り組みを促進、

推進することで、ウチナーネットワークの継承発展、

強化を図る事業でございます。具体的に、平成30年

度はウェブやラジオ、新聞等による広告活動に加え

まして、県系移民の歴史等を紹介する舞台公演、あ

るいは県内の移民の歴史を学べる施設や名所をめぐ

るツアー及び交流イベントを開催しております。ま

た、県内小中学校等を対象に、移民の歴史や海外の

ウチナーンチュの生活について学ぶ出前講座等を実

施しております。これらの県の取り組み実施とあわ

せまして、市町村や海外の県人会に対しまして、こ

の世界のウチナーンチュの日にちなんだ取り組みの

実施を呼びかけておりまして、平成30年度は８市町

村、海外22県人会が独自の取り組みを実施しており

まして、県内・国外でも一定程度の広がりのある展

開となっているというふうに考えております。世界

のウチナーンチュの日をきっかけといたしまして、

県内市町村や団体等において、その日に関連する催

しが多く開催されておりまして、世界のウチナーネッ

トワークを強固にする気運が年々高まっているとい

うふうに考えております。

○瀬長美佐雄委員 県系子弟が沖縄に来て、取り組

みとしてはジュニアスタディーツアー、とても意義

あるものと思いますが、その取り組みはどうだった

のか、あるいは今取り組んでいる状況を伺います。

○伊田幸司交流推進課長 ウチナージュニアスタデ

ィーでございますが、平成30年度は７月29日から８月

４日の７日間の日程で実施しております。今年度の

実施はもう終わっておりまして、７月28日から８月

３日の７日間、本プログラムを終了しているところ

でございます。この事業の効果といたしましては、

プログラムでの学習及び体験を通して、海外移住者

子弟の母県である沖縄への理解ときずなを深めると

ともに、県内の子供たちの国際理解を進め、世界の

ウチナーネットワークを担う子供たちの育成に寄与

しておりまして、高い事業効果を得ているというふ

うに考えております。

○瀬長美佐雄委員 この世界のウチナーンチュネッ

トワークを束ねるセンターが機能としても必要だと

いうことで、ぜひウチナーンチュセンターつくって

ほしいと。今そういった意味での協議が進められて

いるとは思っていますが、どういう到達にあるのか、

必要性等々への認識を含めて伺います。

○伊田幸司交流推進課長 平成30年８月に国際交流

団体等で構成される世界のウチナーンチュセンター

設置要請書がこの国際交流団体等から提出されてお

りまして、県では現在内容の詳細について、要請団

体等と意見交換を行っているところでございます。

現在、その要請内容の中から特に緊急性が高いと思

われる、例えば移民資料の収集、整理等に関するこ

と等について、現在関係者と個別に意見交換を行っ

ているところでございます。

○瑞慶覧功委員長 嘉陽宗儀委員。

○嘉陽宗儀委員 文化観光スポーツ部の件で、この

資料を見ると321ページかな。沖縄の伝統文化遺産、

琉球王朝のがあると思うんですけど、それで私は前

にもちょっと聞きましたけども、沖縄の文化で琉球

王朝のつくった首里城、これは第一尚氏がつくった

のか、第二尚氏がつくったのか、どっちがつくった

か調べましたかね。

○金城健沖縄県立博物館・美術館副館長 昨年、た

しか首里城は誰がつくったかという御質問だったと

思うんですけども、私がお答えしてよろしいでしょ

うか。首里城については、本当は博物館・美術館、

歴史家のほうが詳細に述べるべきだと思うんですけ

ど、ただ、資料を見た限りの範囲で、私の知ってい

る限りで申し上げますと、つくったそのものははっ

きりとしないということが書かれております。ただ、

第二尚氏の尚円王がまたいろいろと整備をしたりと

かして、例えば竜潭の池であったりとか、その辺を

整備したという記録はございます。ですから、最初

につくったのは、按司の時代に基礎はできていたと

いうふうに文献にはありました。

○嘉陽宗儀委員 こういう答弁も何度かいただきま

すけれども、本当に沖縄の歴史を調べて、あちこち

調査をして、誰がつくったかというのはやっぱり明

らかにすべきじゃないですか。第一尚氏だったか第

二尚氏だったかまだ不明ですでは、ちょっと格好悪
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いよね、どうですか。

○金城健沖縄県立博物館・美術館副館長 博物館・

美術館でお答えしてよろしいのか、ちょっとあれで

すけれども。確かに博物館・美術館ではいろんな資

料を収集したり、調査研究したりして、わかったも

のについてまた県民とかに公表しているということ

をしておりますけども、実際に今も研究者のほうで、

例えば中国の文献だったり、台湾の歴代宝案の写し

等がありますので、その辺はうちの田名館長も歴史

家なんですけども、今も調査を継続しているという

ふうに私も認識していまして、まだ調査研究は継続

している段階なのかなというふうに考えております。

○嘉陽宗儀委員 現実についてはそうだと思うんで

すけれども、沖縄の琉球王朝のお城は誰がつくった

かって、これがまだ確定していないというのは僕は

相当おくれているんじゃないかと思うんですけど、

心を痛めているんですけど、どう思いますか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 嘉陽委員おっ

しゃるように、沖縄の誇るべき歴史・文化、いろん

な研究をされている先生方が研究をする中で、自然

に明らかになっていくことはあると思います。それ

を解明する必要があるのではないかということにつ

いてはおっしゃるとおりだと思います。教育委員会

の文化財課でもいろんな調査がなされています。我

々、文化を継承・発展する意味で、文化観光スポー

ツ部がそういった文化の分野を担っているわけです

が、そういった研究機関などとも連携をしながら、

そういったことが自然に明らかになるに従って、そ

ういったものをどう県民の皆様にお知らせするか、

それをまた保存していくかというのは、各機関と連

携しながら進めていく必要があろうかというふうに

思います。

○嘉陽宗儀委員 ぜひ、難しいんでしょうけれども

頑張ってください。

それで私、皆さん方の文化財課、課長か誰か、イー

シグシクの発掘調査をして、向こうの骨を出して、

これは誰のものかということで現場調査してもらい

ましたけども、誰かいますか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 きょうは済みま

せん、文化財課は来ておりませんので。きょうは文

化財課の出席は求めておりませんので。

○嘉陽宗儀委員 あれは調べたらやはり阿麻和利の

話から、知花の鬼大城からいろいろ貴重なのがたく

さん出てきているんですよ。皆さん方の努力でうる

ま市との関係もあって、保存するのがかなり進んで

きていますから、それはそれとしてぜひ大事にして

進めさせてください。

それから、最近こういうのを手に入れたのですけ

ど、見たことありますか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 これは去年の、

たしか何かの委員会のときに。

○嘉陽宗儀委員 何回も見させられた。なかなかい

い本じゃないですか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 私、まだ中身は

読んでおりませんで、大変恐縮ですがこの件につい

ては不勉強でございます。

○嘉陽宗儀委員 中身を読んでないんだったら質問

できないけど、これを見たらね、例えば沖縄の空手

の方も今見えていますけど、この件についてもかな

り解明されていたりして、ムトゥブザールーとか、

沖縄空手の使い手の皆さん方についても歴史がかな

り書いているんですよね。ただ表面的な歴史ではな

くて、やはり本当に沖縄県民が毎日の努力の中で、

圧政のもとでどういう文化を築いてきたかというの

はやっぱり貴重ですから、ぜひ皆さん方なりに手に

入れて、解釈して、分析してください。いいですか。

○山川哲男空手振興課長 以前にも委員からは御質

問をいただいて、それから少しだけ勉強をさせてい

ただきました。江洲按司の第一尚氏王統の時代なん

ですけれども、尚泰久王の五男の尚武という方がお

りまして、彼が按司を務めていたことがあります。

その後、時代はどんどん進んでいって、泊手中興の

祖と言われている松茂良興作さんという先生がい

らっしゃるんですけども、その方がこの尚武の系統

の空手家となっております。

○嘉陽宗儀委員 この関係者からいろんな話を聞き

ますけども、沖縄の従来までの空手というのはやっ

ぱりいろんな流派があって、なかなか統一して振興

に当たれないという悩みがあったんですよね。とこ

ろが、これを皆さん方の努力で各流派代表が集まっ

て、どうしようかというところでここまで来ている

わけですから、宜野湾の市民会館かな、向こうで統

一演武大会みたいなのがあって、私もそれには参加

していたんですけれども、長い間の歴史に培われた

誇りみたいなのがありますよね。みんなプロだから。

こっちのほうが正統派とか、いやこちらのほうが琉

球空手の正統派だといういろいろあって、沖縄のこ

れは統一するのは難しいなと思っていますけど、し

かし皆さん方の努力で、あれよあれよという間に会

館までできちゃったもんだから、すばらしいなと。

きょうはもうこのぐらいにしておきますけど、沖縄

の伝統空手でも、チャンミーグヮーとかムトゥブザー

ルーとか、これに誰がやっていたかとかみんな載っ

ているからね、すばらしい先輩たちがいますよ。そ
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ういう意味で、沖縄の本当の意味での伝統文化って

今やっているような中身だけじゃないですから、そ

の深さをぜひ皆さん方に、また集大成して、また広

げる努力をしてほしいということを申し上げて終わ

ります。

○瑞慶覧功委員長 休憩いたします。

午前11時57分休憩

午後１時21分再開

○瑞慶覧功委員長 再開いたします。

午前に引き続き、質疑を行います。

金城勉委員。

○金城勉委員 御苦労さんです。

では、まず、商工労働部関係から質問をさせてく

ださい。マスコミでも報道をされ、また本会議でも

質問のあった件ですけれども、この沖縄ＩＴイノベー

ション戦略センターの人事の件でいろいろ報道がな

されましたけれども、この件についてその背景と現

状と御説明いただけますか。

○嘉数登商工労働部長 ＩＳＣＯ前理事長の解職に

ついてですけれども、これは任期途中の理事長の常

勤化、それから報酬増額を理事長が一方的に事務局

に要求したことを初めとする幾つかの事由があった

ということで、事務局に混乱が生じていたため、９月

18日に開催された理事会において解職が提案されま

して、慎重な審議の結果、意思表明をした理事の全

員が賛成し、提案が可決されたというふうに聞いて

おります。

○金城勉委員 鳴り物入りというか、玉城県政の看

板政策の一つでもあるし、本当に日本のＩＴ産業を

牽引して、アジアのグローバル拠点化を目指すとい

うことで非常に大きな目標を掲げてスタートして、

その初年度でこういう事態に至ったというのは、極

めて大きな不祥事という印象を受けるんですけれど

も、この代表である理事長がいきなり解職という、

極めて厳しい判断になったんですけれども、これは

それほどまでの強力な、そういう事由があったんで

すか。

○嘉数登商工労働部長 解職するかどうかについて

は、理事会のほうで審議されるべき事項ですし、そ

の解職の理由についても、これは我々のほうにも開

示されておりません。と言いますのも、個人の名誉

にかかわることということで、幾つかの事由があっ

たということは聞いておりますけども、個々具体的

なその事由については示されておりません。ただ、

２時間にわたる慎重な審議があったということと、

双方の抗弁というんですかね、それもあったという

中での理事職解職ということですので、理事会にお

いてはやっぱり事務局の混乱を早期に収束して、Ｉ

ＳＣＯの事業運営を正常化させたいというような考

えが働いたものというふうに理解しております。

○金城勉委員 それで、理事会で全会一致でそれが

承認されたということのようですけれども、その影

響、今後の事業展開における影響というのはどうで

すか。

○嘉数登商工労働部長 理事長、それから専務につ

きましても、ＩＴに詳しい方、精通した方というこ

とで全国に公募して選定をしております。ＩＳＣＯ

の業務についてどうかということだと思うんですけ

ども、通常の業務については専務が取り仕切ってお

りますので、運営については特に支障はないものと

いうふうに聞いております。

○金城勉委員 皆さんが目指すこの日本のＩＴ産業

を牽引し、アジアのグローバル拠点化を目指すとい

うそういう高い目標を掲げている、このことについ

ての影響というのは、それほどないという自信を持っ

ておりますか。

○嘉数登商工労働部長 100％どうかといいますと、

そこはなかなかありますけども、ただ目前に迫って

いる来年２月５日、６日にＲｅｓｏｒＴｅｃｈの国

際ＩＴ見本市というものを予定しておりまして、そ

こには民間の企業の協賛金ですとか、参加企業とい

うもの、関係企業、それからＩＳＣＯ事務局が連携

しながら取り組んでおります。その協賛金の集まり

ぐあい、それから参加企業の参加意向等を確認しま

すと、理事会で可決された予算を上回るような協賛

金の規模、それから参加企業というものがある程度

見えてきておりますので、差し当たっての運営とい

うところについては、影響はないものというふうに

思っております。

○金城勉委員 それだけにやっぱり理事長の選任の

仕方、人員の見きわめ方というのは非常に重要だと

思うんですけれども、今回の件から反省を踏まえて、

今後のそういう人選のあり方についてはどのように

考えますか。

○嘉数登商工労働部長 次期理事長の選考につきま

しては、当然ＩＳＣＯの理事会でいろいろ選考方法

とか検討されるかというふうに思っておりますけど

も、やはり組織のトップですので、そこはＩＴの知

識といいますか、知見を専ら求めるのか、組織の運

営を求めるのかというようなことが非常に大事に

なってくるのかなというふうに思っておりまして、

私としましてはやはり常勤で事務局を担う、あるい

はＩＴの業界を牽引していくという意味では、専務

が常勤でいるわけですので、一方の理事長職という
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のは組織をきちんとマネジメントする、方向性をき

ちんと定めていくというような役割分担をしながら、

役員の任命あるいは選任というものはされるべきで

あろうというふうに考えております。

○金城勉委員 ぜひこれが、今後こういう不祥事が

尾を引かないように、ぜひまた引き締めて運営をお

願いしたいと思います。

次に、雇用の問題についてお聞きをしたいと思う

んですけれども、今般、最低賃金が改正されて賃金

上昇も徐々に進められてきておりますけれども、一

方で、沖縄の労働生産性という意味では非常に厳し

い、全国との比較の面においても厳しい状況という

ことを聞いているんですけれども、これについての

見解をお聞かせください。

○平田正志産業政策課長 沖縄県の労働生産性につ

いては、内閣府沖縄総合事務局が、総務省の経済セ

ンサス活動調査事業所等に関する集計―これは

2016年度版になりますけども―により作成した資料

によると、労働生産性を従業員１人当たりの付加価

値ベースで集計したところ379万8000円と、全国最下

位となっているところでございます。全国平均を

100として比較すると70.8％、約７割の水準にとど

まっているということで、評価としてはやはり低い

状況にあろうかと考えております。

○金城勉委員 そういう現状に対して、商工労働部

として今後の対応の件についてはどうですか。

○平田正志産業政策課長 県では中小企業支援計画

を毎年度作成しまして、経営革新の促進であるとか

経営基盤の強化、それから資金調達の円滑化などの、

中小企業向けの生産性の向上を図るための各種施策

を総合的に推進しているところでございます。また、

ＩＴ技術の各産業への活用、それから半導体製造業

等の誘致やバイオ医薬との高付加価値な産業の創出

によって、県内企業への波及等を及ぼすことに加え

て、県内企業の産業高度化・事業革新促進地域制度

等の沖縄における特区地域制度の活用等により、県

内企業の高付加価値化に向けたさまざまな取り組み

を推進しているところでございます。

○金城勉委員 きょうのマスコミ報道にもあるんで

すけれども、地域経済の循環率という意味ではワー

スト４位ということで、きょうの新聞でも報道され

ているんですけれども。以前から沖縄の経済はザル

経済と厳しい指摘もあるように、その県内でとどま

るそういう利益の循環の割合が極めて厳しい、そう

いう指摘もタイムリーに報道されているんですね。

ですから、これは最近に限ったことじゃなくて、も

う従来そういう沖縄の産業構造、経済の体質として

指摘されている状況、テーマですからね。これは民

間の皆さんとも、やっぱり一緒になってやらなきゃ

いけないんでしょうけれども、県としてリーダーシッ

プを発揮する、そういう視点というのはどうですか。

○嘉数登商工労働部長 まず、沖縄が比較的優位に

ある産業、これは観光ですとか情報通信関連産業を

引き続き育成していくという視点に加えて、農林水

産業、それから製造業などのウチナー産業の活性化、

そういったものを図りまして、今委員御指摘のとお

り、域外から獲得した資本が域内に投下されて地域

経済全体が安定的に発展する経済の好循環、こういっ

たものを意識しながら事業、政策を推進していく必

要があるというふうに思っておりますし、先ほど労

働生産性の低さをどうするかというお話がありまし

たけども、これはやはり農林水産部、それから文化

観光スポーツ部、商工労働部、これが連携をして、

企業の稼ぐ力というものをしっかりと伸ばしていく

ことが必要だというふうに考えております。

○金城勉委員 この件は非常に重要なポイントだと

思いますので、これは本当に県を挙げて取り組みが

必要、また、それが功を奏するような形になると、

非常に飛躍的な発展を遂げる要素というものを沖縄

は持っているというふうに思いますので、ぜひそう

いう問題意識を常に持ちながら対応をしていただき

たいなと思っております。

それで、文化観光スポーツ部のほうにお聞きしま

すけれども、今、沖縄観光が絶好調であると。もう

1000万人目前であるという状況に至っておりますけ

れども、一方で、今の考え方からして、地域内の循

環率、経済の循環率という意味で、観光業はどうで

すか。どういうふうに捉えていますか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 金城委員御指摘

のとおり、いわゆる入域観光客数、おかげさまで好

調に推移をしております。まさにきょうの新聞報道

でもございましたように、一部県外に流れるという

のがございます。そういったことにつきましては、

先ほど商工部長からもございましたように、域内で

どれだけお金を落としていただくかということが非

常に大事になりますので、農林や商工との連携が非

常に大事だと思います。報道のように、今回クルー

ズのほうが、例えば那覇発着のクルーズが出て離島

を周遊するということがあります。これは、飛行機

で来ていただいた方に、那覇から乗っていただいて

離島を周遊すると。そうすると県内の滞在期間がふ

えますので、それだけ地元に落ちるお金も多いでしょ

うし、行く行くは、きょうの報道にあったクルーズ

社につきましては、例えば船内での地産地消、食材
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の提供であるとかということもあるということがあ

ります。そういったことを一つずつ重ねていくこと

で、地元にお金が落ちて、経済が回っていくという

ことが非常に大事かなというふうに考えております。

○金城勉委員 観光産業は沖縄のリーディング産業

という位置づけで頑張ってもらっておりますけれど

も、いまいち観光産業に対する若い人たちの魅力、

そういうものがなかなか追いついていかないという

指摘を聞いておりますけれども、そこはどうですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 県民意識の調査によりま

すと、観光産業の就業意向が16.4％ということになっ

ておりまして、観光産業へのイメージは休みがとり

にくい、労働時間が長そうなど、マイナスイメージ

が多い結果が報告されております。観光産業におけ

る労働環境の改善というのは絶対必要であるという

ふうに考えておりまして、県としても観光人材育成

・確保促進事業など取り組んでいるところでありま

す。

○金城勉委員 せっかくリーディング産業としての

大きな役割を果たしているし、これだけ発展を遂げ

て、あるいは遂げつつある、そういう観光産業です

から、若い人たちが本当に競争してその分野で活躍

したいと、力を発揮したいという魅力をもっともっ

と発信できるような産業に育てていかなきゃいけな

いと思うんですね。ただ、今の現状としてはなかな

か、今課長がおっしゃったように厳しい評価になっ

ているということですから、だからそこをどう改善

していくのか、ここは非常に大きなテーマだと思い

ますので、頑張っていただきたいと思います。

それで、今皆さんとしては行く行くは1200万人、

１兆円ということを目標にしながらやっているんで

すけれども、その中身においてはよくハワイとの比

較で指摘されるんですけども、１人当たりの消費額

からすると、やがて３倍近い差がある。そこをどう

縮めていくのか。これまでのように数を追いかける、

そして数から質への転換、そういう指摘もなされて

いますけれども、そこはどうですか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 委員御指摘のと

おり、ハワイと１日当たりの１人当たりの消費額は

そんなに差はないんですけども、やはりハワイとそ

れだけ差が出ているというのは、いわゆる滞在日数

の差が大きく影響しているものというふうに見てお

ります。ですので、私ども1200万人ということで、

数が今順調には伸びてきておりますが、やはり１人

当たりの消費額、あるいは滞在日数の延伸が非常に

大きな課題だというふうに認識しています。ですの

で、１日当たりの消費額あるいは滞在日数の延伸を

やるために、本島から離島への周遊を促すとか、あ

るいは新たなコンテンツの開発などをやって長くと

どまっていただく、あるいはそういうことによって

県内に落とす消費額を広げるというような取り組み

を、ますます積極的にしていく必要があるだろうな

というふうに考えています。

○金城勉委員 数の問題は1000万人を目標にしてい

るんですけれども、まずその数については今年度の

見通しはどうですか。

○平敷達也観光政策課長 まず、平成30年度の実績

と我々が目標とする令和３年度の目標値を比較した

場合、入域観光客数は目標の1200万人に対して現在

のところ999万9000人で、達成率は83.3％。そして観

光収入については目標の1.1兆円に対して7335億円

で、達成率は66.7％ということになっております。

そして、あとそういったところを今部長おっしゃい

ましたように、消費額向上に向けた取り組み、さら

には消費額向上に密接に関連する滞在日数の延伸に

向けた取り組みも積極的に展開する必要があるとい

うことは認識しております。そして、今年度に関し

ての目標なんですが、今のところは日韓の問題とか、

それからまた今回の台風での被害とか、そういった

形で消費のマインドというんですかね、観光のマイ

ンドがちょっと悩む部分がございますが、今のとこ

ろは数値的には順調に進んでおりまして、まだ達成

の可能性というのは予断があるんですが、おおむね

順調というふうに判断しているところでございます。

○金城勉委員 そういう日韓の問題があって影響が

出てきているんですけれども、そこはまず置いてお

くとして、順調に伸びる数の問題に対して、いろん

な課題が出てきていますね。オーバーツーリズムの

話というものがちょくちょく聞かれるようになりま

した。その数字の推移と、そういう過剰な負担を県

民に与えるようないろんな課題についての考え方は

どうですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 オーバーツーリズムに関

しましては、住んでよし、訪れてよし、受け入れて

よしという観光地を目指しておりまして、観光客、

観光事業者、そして県民、それぞれの満足度を高め

ることが不可欠というふうに考えております。県民

生活や自然環境に悪影響が生じるオーバーツーリズ

ム、レンタカーによる混雑やごみ捨てなどが報告さ

れておりまして、そういった部分に県ではオープン

データを活用したレンタカーからの公共交通の利用

促進、それから外国人観光客向けマナー啓発ブック

などの配布などに取り組んできたところです。観光

資源の適切な活用と保全の両立を目指しまして、今
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後とも地元と連携しながら情報を収集・整理して、

引き続き対応を検討してまいりたいというふうに考

えております。

○金城勉委員 そのオーバーツーリズムというもの

とこれから目標として1000万人、そして1200万人と

いう目標を掲げているんですけど、その数字の見直

しということは念頭にはないですか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 第５次観光振興

基本計画、21世紀ビジョンの期間と一緒ではあるん

ですが、その中で中間見直しによって1200万人とい

う数字を修正して掲げました。あと残りわずかであ

りますが、その間はしっかり目標達成に向けて努力

していきたいというふうに考えています。

○金城勉委員 そういうプラス・マイナス両面あり

ますので、この期間内でもっと検討を加えて、より

よい沖縄観光のあり方というものをぜひ追求してい

ただきたいなと思っております。

それともう一つ、沖縄観光を振興するために沖縄

の観光資源というか景観、特にいつもみんなから指

摘されている道路の雑草、余りにも目につき過ぎる

んでね。これは土建部が管轄するんですけれども、

ただ、これは観光に影響を与える大きな要素でもあ

りますから、そこは皆さんの部署としても連携して

やる必要があると思うんですけど、そこの取り組み

はどうですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 景観というか観光客の皆

様をお迎えする、そういう景観の取り組みにつきま

しては、１月から５月に花のカーニバルの一環とし

て、空の玄関口である空港ですとか、それから御協

力いただいているホテルなどが、玄関、ロビーなど

に花の装飾を行うウェルカムフラワーというのを実

施しております。沖縄花のカーニバルは県民一丸と

なって観光客を受け入れるために、官民で構成して

おりますめんそーれ沖縄県民運動推進協議会という

のが主体になっておりまして、冬でも暖かく花いっ

ぱいのフラワーアイランド沖縄のアピール、観光客

を花でおもてなしする機運の醸成などを図っている

ところであります。

○金城勉委員 次に、キャッシュレスの問題ですね。

今、消費税アップによる国のキャッシュレスの方針

で、非常に強力に進められているんですけれども、

この観光における県内での現金の消費額とキャッ

シュレスの消費額、これはデータとしてありますか。

○瑞慶覧功委員長 休憩いたします。

（休憩中に、執行部から質疑の内容を確認し

たところ、金城委員から購買力についての

質疑であるとの説明があった。）

○瑞慶覧功委員長 再開いたします。

新垣健一文化観光スポーツ部長。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 まず、うちのほ

うで平成29年度に外国人観光客受入実態調査という

のをやりました。そのときの実態調査では、店の中

で現金以外の決済手段を取り入れていると回答した

事業者は約６割です。地域別では一番那覇市が高く

て82.7％あるんですね。その他の離島というのが一

番低くて17.0％になっていて、かなり地域差がある

ということになっています。ですので、外国人が

キャッシュレスを使うに当たっては、そういった地

域差がありますねということがある。あと、全体で

見ると、ちょっとうちの調査ではないんですけど、

沖縄県の小売業におけるクレジット販売の額の割合

が、全国は13.9％なんですけど、それを下回って

10.9％ということで、全国よりもかなり全国平均を

下回ってはいるんですが、ただ、都道府県別の中で

見ると、47都道府県のうち27番目ということで、中

位に位置しているというような状況でございます。

○金城勉委員 現金とキャッシュレスの購買力の違

いというのは、やはりキャッシュレスのほうがはる

かに大きいんですね。この消費額が高まってくると。

ですから、そういうことからすると、もっともっと

このキャッシュレスの受け皿を広げて、そしてどん

どん、どういうお客さんでもキャッシュレスでどう

ぞというぐらいにすると、もっともっと売上高に影

響してくるし、そういうところをもっと沖縄県内と

しても―せっかくみんな訪れてくる観光客が、現金

というよりもキャッシュレスで、世界標準でできる

ような観光のあり方というものをぜひ追求してもら

いたいと思うんですけど、いかがですか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 おっしゃるとお

り、キャッシュレスのほうが消費額が大きいという

データがございます。そのために、我々は民間事業

者にキャッシュレスの普及を目指したセミナーを実

施をしております。これは那覇だけではなくて、北

部、中部、宮古、八重山を含めて、毎年そういった

セミナーをやって、徐々に意識啓発という意味でやっ

ていますし、実はキャッシュレスといってもカード

もあれば電子マネーもありますし、いろんな手段が

ございます。電子マネーでもいろんな種類がありま

すので、その店、店に応じた、業種、業種に応じた

ものを取り入れていただく必要があるだろうなとい

うことで、昨年度はそのマッチングも企画して、い

ろんな業者に来ていただいて、いろんな参加者にい

ろいろと紹介するという取り組みなどを行っていま

す。そういういったところを含めまして、やっぱり
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そういった環境を整えていくことが今後の消費額拡

大につながるだろうと思いますので、そういった施

策もまた積極的に取り組んでまいりたいというふう

に考えています。

○金城勉委員 今、国もそういう方向で強力に進め

ていますから、絶好のチャンスだと思いますので頑

張ってください。

○嘉数登商工労働部長 先ほど私がＲｅｓｏｒＴｅ

ｃｈ―ＩＴ国際見本市の件で協賛金の件ですとか、

参加企業ということで順調に集まっているというお

話をしまして、そこを理事会にて計画したというお

話をしましたが、これは正確には実行委員会で計画

したということですので、修正しておわびいたしま

す。

○瑞慶覧功委員長 大城憲幸委員。

○大城憲幸委員 お願いします。

商工からお願いします。

成果報告書の211ページ。国際物流ハブ活用推進事

業ですけれども、この効果のところに、事業前に比

べたら約40トン、100倍になりましたよということが

あるんですが、報道等でもあるようにＡＮＡの減便

等あって、なかなか現状としては厳しいような話も

ありますけれども、30年の取り組みを簡単に現状の

ところをまず説明お願いします。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 今、最近の伸び悩

みのお話をされていると思うんですけど、御承知の

ように那覇空港の貨物取り扱いを、平成21年の今の

お話のように大幅に増加しているんですけれども、

今回の路線の再編、これに影響されて、平成29年度

以降伸び悩んでございます。加えて、また今現在、

我が国の国際航空貨物全体が米中貿易摩擦、このよ

うな影響等によって厳しい状況にございます。沖縄

ハブも現在のところ例外ではございません。ただ、

明るい兆しというかいい面としては、このような中

でも今お話もありましたように、コンテナ借り上げ

事業による那覇空港からの県産品、そして全国特産

品、これは再編以降も着実に増加をしているところ

です。

○大城憲幸委員 ＡＮＡハブと呼ぶぐらい、今まで

はもう全日空さんに頑張ってもらっていたんですけ

れども、その辺についてはほかの社の参入なども今

取り組んでいるという認識でいいんですか。その状

況はどうですか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 ＡＮＡカーゴは確か

に重要なプレーヤーの一人でございます。ただ、おっ

しゃるように再編等もあって、１人、ＡＮＡカーゴだ

けではなくて、今年の新規事業でＬＣＣターミナル

跡地がございますので、そこのスペース等を利用し

て新たな国内外のキャリア、これを呼び込むという

ふうな取り組みもしてございます。加えて、今少し

お話ししましたコンテナ事業、これも拡充してござ

います。今まで全国特産品は農産物とか食料を中心

としてアジアに送るというふうなものでしたけど、

新たに今年度からこの対象品目に半導体等の高付加

価値なもの、これも加えてさらに内地から沖縄への、

今までは沖縄からアジアへのルートだったんですけ

ど、これ半導体等については内地から沖縄まで、こ

れも追加して対象を広げてございます。ただ、沖縄

を通過するだけでは経済効果が波及しませんので、

この半導体については、梱包とか検品とか、沖縄で

雇用効果、作業による経済効果が出るようなものを

条件として進めているところでございます。

○大城憲幸委員 その流れでそのまま聞きますけれ

ども、231ページの国際物流拠点産業集積推進事業で

すね、お願いします。ずっと言われている産業集積

をして、沖縄のすばらしい製造業をつくって、それ

を沖縄の立地を生かしたハブ事業につなぐというの

が我々の流れなんですけれども、中城もありますけ

れども、まずは那覇のほう、那覇地区の入居企業の

直近の実績を少し教えていただけますか。平成30年

度。

○久保田圭企業立地推進課長 国際物流拠点産業集

積地域那覇地区に立地している企業の平成30年にお

けます搬出額につきましては、49億6200万円という

ふうになっております。

○大城憲幸委員 ロジスティックセンターというの

かな、４号棟が一番大きくて新しい部分があるんで

すけれども、これまでもうちの當間盛夫議員も一般

質問で議論したりはしていたと思うんですけれども

ね、やっぱり今49億6200万円あると。その内訳で、

なかなか県外、国外、外に出すものがなかなか伸び

切れていないという議論もこれまでさせてもらった

し、今お話があった49億6200万円、そのうちの国外、

県外の分というのはどれぐらいですか。

○久保田圭企業立地推進課長 平成30年度の実績の

うちですけども、県内が39億9600万円、県外が８億

6200万円、海外が４億400万円というふうになってお

ります。

○大城憲幸委員 割合をお願いします。

○久保田圭企業立地推進課長 30年度の実績ですけ

ども、県内のほうが約75％、県外が17％、国外が８％

というふうになっております。

○大城憲幸委員 先ほどのハブ空港の部分も含めて、

やはり特に国外のほうに力を入れていくということ
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でずっと頑張ってきたと思うんですけれども、なか

なか、まだ８％という状況についてはどのように考

えていますか。

○久保田圭企業立地推進課長 確かに数字上は構成

比としては下がってはおります。この主な要因とい

たしましては、県内のほうのインバウンドに伴いま

す県内需要のほうが非常に伸び率が高いものですか

ら、構成比としては下がってきてはいるんですけど

も、金額といたしましては、参考までに申し上げま

すと、平成29年度が県外が６億2000万円から30年度

が８億6000万円、国外が２億5800万円から30年度は

４億400万円という形で、数字の上では伸びていると

いった状況にございます。

○大城憲幸委員 クロネコがやる４号棟を一つとっ

ても、たしか40億円以上のお金を入れて整備をして

あげているわけですよ。それで４億円になりました

よと言っても、なかなか説得力がないんですよね。

やっぱりここの部分は、沖縄の製造業を育てる、外

に物を出すんだ、それでハブ空港にするんだという

流れでやってきていますから、やっぱりここはしっ

かりと力を入れていかないといけないと思うし、こ

れまでの改めないといけないところは反省もして前

に進めていかないといけないと思うんですけれども、

その辺について再度お願いします、考え方を。

○久保田圭企業立地推進課長 委員おっしゃるとお

り、現在あちらの地区には物流業者とかも入ってお

りますけれども、そういった企業の集積によりまし

て、同地区はアジア向けの精密機器のパーツセンター

ですとか、セントラルキッチンを活用し航空機内食

等を供給する食品製造業等が立地し、本県とアジア

をつなぐ物流拠点としての機能を現在発揮している

ところになっております。県としましては、これら

の企業をさらに発展させるために、立地企業には県

が行う企業誘致セミナーにおいて相談ブースを設置

するなど、ビジネスマッチングの支援を行っている

ところでございます。今後もセミナーですとか、あ

らゆる機会を通じて、県外・国外への販路開拓を支

援していきたいというふうに考えております。また、

立地企業につきましては、航空コンテナスペース確

保事業を活用することで、アジアへの製品輸送費の

支援を受けることも可能になっておりまして、これ

らの支援制度の活用を促すことによって、県外・国

外への搬出量の増加を促進したいというふうに考え

ております。

○大城憲幸委員 これまでの取り組みもわかるんで

すけれども、ただ、今私が聞きたいのは、やっぱり

今までの取り組みでは反省すべきところもあるん

じゃないんですかというところなんですよ。部長ど

うですか、その辺をちょっと、考え方。

○嘉数登商工労働部長 確かに委員御指摘のとおり、

そういった部分も考えていかないといけないんです

けども、周辺環境の変化というところも考えていか

ないといけないというふうに思っております。来年

３月には第２滑走路が供用開始されまして、航空機

の離発着数が格段に伸びると。まだ発表はされてい

ませんけれども、24万回まではオーケーじゃないか

ということがありますので、この那覇地区というの

はやはり空港に近いという地の利がございますので、

そういった環境の変化というんですかね、そういっ

たところも捉まえながら、この地の利を一番利用で

きる業種、業態というのは何かということをしっか

りと検討してまいりたいというふうに思っておりま

す。

○大城憲幸委員 やっぱり製造業を育てるというの

は難しいというのもわかっています、大前提だと思

います。そんな中でさまざまな経済も変化しますの

で、今の状況に合わせながらいろいろ変えていかな

いといけないとも思っています。ただ、今あったよ

うにいい材料もたくさんあるわけですから、しっか

り取り組んでいただきたいと思います。

同じ話ですけれども、今度は中城のうるま・沖縄

地区のほうですけれども、ここのほうはもう最初に

入居したところは大分たって、施設の維持補修なん

かもかかってくるのかなと思います。午前もあった

とおり、立地企業は71社になって上等ですよという

話もありますけれども、今後老朽化したそういう維

持管理含めて、この地域の状況と今後の考え方につ

いてお願いします。

○久保田圭企業立地推進課長 現在、中城湾港新興

地区の賃貸工場につきましては、一般の賃貸工場が

40棟、素形材産業賃貸工場が３棟、高度技術製造業

賃貸工場３棟の計46棟を整備しているところになっ

ております。これらの賃貸工場の維持管理につきま

しては、棟数の増加ですとか、経年劣化などにより、

直近５年間では約2300万円から約3000万円で推移し

ており、必要な予算を確保して維持管理に当たって

いるといった状況にございます。賃貸工場の修繕に

つきましては随時必要な対応を行っているほか、平

成29年度から順次計画的に大規模修繕を行っており

ます。また、賃貸工場の維持管理につきましては、

平成30年度から指定管理者制度を導入しておりまし

て、１件当たり50万円未満の小規模な修繕は指定管

理者が行うこととなっておりまして、県との情報共

有後、速やかに修繕が実施されているという状況に
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ございます。また、周辺の環境整備につきましては、

商工労働部においては未分譲用地の伐採ですとか除

草等を行うほか、道路の環境整備や街灯については

道路の管理者である県土木建築部、市道につきまし

ては管理者であるうるま市が行うなど、それぞれの

管理者で実施しているといったところにございます。

年に１度はこれらの管理者等と連絡会議を開催して

おりまして、引き続き連携して周辺環境の維持管理

に努めていきたいというふうに考えているところで

ございます。

○大城憲幸委員 ちょっと施設の老朽化もあるよう

ですし、道路の管理も含めて課題もあるようですの

で、取り組みをお願いします。

それで、これは一定程度の役割はわかりますけれ

ども、ずっと県が持ち続けるんですか。今後、売却

も考えるんですか。どうですか。

○嘉数登商工労働部長 県としましては、賃貸工場

の事業経営が軌道に乗り、さらなる生産拡大を図る

ため、分譲地の購入をしていただくことを想定、当

初はそういった想定をしておりました。入居企業は

工場内に設備投資もかなり行っておりまして、賃貸

工場の購入を希望する企業も、我々がやったアンケー

ト、聞き取りでは14社ぐらいが買い取ってもいいん

じゃないかというような反応もございます。ですの

で、その売却の手続方法等について、現在検討をやっ

ているというような状況でございます。

○大城憲幸委員 もう売却も考えていいんじゃない

かなと思いますので、ぜひお願いします。

それで、この次に移りますけれども、資料がちょっ

と飛びます。きょう朝、説明があった決算資料の中

の11ページ、中城湾港の特別会計からお願いします。

去年出された県の財政見通しの中で、今後の財政運

営に当たって留意すべき事項の中で、中城湾港の多

額の償還が残っているという部分が指摘をされてい

ますけれども、この特別会計の状況を簡単に、まず

説明願えますか。

○久保田圭企業立地推進課長 中城湾港（新港地区）

臨海部土地造成事業特別会計の状況ですけども、平

成30年度末におけます本特別会計の起債の状況につ

きましては、起債総額が536億4110万円、償還済額が

512億8991万円、差し引きしますと起債残高が23億

5119万円となっております。本特別会計では、計画

どおり償還するためには毎年約1.5ヘクタールずつを

売却していくこととしておりまして、建設債償還の

終了年度である令和９年度までには土地売却を完了

して清算したいというふうに考えております。

○大城憲幸委員 その辺は財政課のほうの危惧もあ

るようですから、心配かけないようにまた取り組み

のほうをよろしくお願いします。

では、次に進みます。また成果報告書に戻らせて

ください。成果報告書の泡盛のほう、243ページ。

30年度から新規で泡盛の取り組みをしていますけ

れども、読めばわかりますから、簡単に取り組みの

説明をまずお願いします。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 この事業は大き

く分けてプロモーションと、それから酒造会社の経

営基盤の強化ということになります。プロモーショ

ンは２つありまして、酒造組合が行う泡盛全体のプ

ロモーション、それから補助事業になりますけども、

各酒造所が発案する販路拡大のプロモーションなり

新商品開発への補助。それから、先ほど申し上げま

したけれども、経営基盤強化のための補助事業とハ

ンズオン支援ということをやっております。

○大城憲幸委員 これまでも泡盛についてはさまざ

まな議論もあったと思うんですけれども、私はなぜ

これを入れたかというと、古酒の郷、あの構想がもっ

たいないというか、やっぱり最終的に泡盛は―ここ

にあるようにマーケティングも必要だし、消費者の

多様化もいろいろあると思うんですよ。ただ、やっ

ぱり泡盛は最終的には古酒でというようなイメージ

であれも取り組んだと思うんですよ。だから、あれ

がその後全然聞こえてこないもんですからね、その

辺の取り組み現状というのはどうなっていますか。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 委員おっしゃる

とおり、泡盛の中でも古酒というのは日本酒などと

違って長期保存、熟成させていくと、これも泡盛の

文化であるという認識もございます。それから、そ

れを今後また業界の中でもブランド化していくとい

う動きは出てきております。一方で、また安定して

在庫といいますか、供給を図っていくということも

重要ですので、その点で古酒の郷というのは、その

一翼を担うということと認識しております。古酒の

郷については、当初計画を達成するまでにはなかな

か厳しい状況にあるということで聞いておりますけ

れども、御存じだと思うんですが、25年度から貯蔵

されている原酒が昨年初めて発売されたというとこ

ろです。

○大城憲幸委員 お酒が集まらないとかいろいろ

あったようですけれども、やっぱり物が少しだぶつ

いたときには買い支えるとか、あるいは何よりも泡

盛はもう古酒で勝負するから100年古酒を目指してい

くんだとか、やっぱり次の世代に引き継ぐためにも、

組合として全沖縄の酒造組合で協力し合ってあのコ

ンセプトというのは、私はすばらしいと思うし、そ
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のままなくすにはもったいないと思うんですよ。さ

まざまな課題が現状にあるのはわかりますけれども、

ただ、あれはもう一度ちょっと議論があってもいい

のかなと、組合の皆さんともう一度話してもいいの

かなと思うんですけれども、県としてはその辺の考

えどう思っていますか。

○嘉数登商工労働部長 確かに古酒の郷については

いろんな経営上の問題ですとか、課題ですとかいろ

いろございます。ぜひ酒造組合も含めて、古酒の郷

の皆さんも含めて検討の場を持って、今後どのよう

な展開ができるかということについては議論してみ

たいというふうに思っております。

○大城憲幸委員 ぜひちょっと何とか動かせるよう

にお願いをします。

ちょっと時間なくなりまして、観光のほうに行き

ます。284ページ、修学・教育旅行です。

これは何度もやっていますけれども、推進強化事

業を、とりあえず新たな形でやっているんでしょう

けれども30年度で一度閉まります。そういう意味で、

少し総括的な部分を簡単にお願いします。

○雉鼻章郎観光振興課長 本県における修学旅行で

ございますけれども、入り込み状況が校数、人数と

もに２年連続で減少しております。これにつきまし

ては、少子化による全国の学校数、在学者数の減少

とか、国内他地域の競合、外部環境が厳しさを増す

中においては、おおむねその規模は維持しているの

ではないかというふうに考えております。引き続き

厳しい環境は続くんですが、今後、安全・安心で、

学習効果や満足度の高いコンテンツの提供及びプロ

モーション、昨今ではキャリア教育など学校のニー

ズに即した新たなコンテンツの造成、受け入れ体制

の整備などに官民一体となって取り組んでいきたい

というふうに考えております。

○大城憲幸委員 大体2500校の40万人から45万人と

いうようなことで、平成17年以降推移してきている

わけですけれども、これは沖縄県としても今後、こ

の２年は減っているけれども、ずっと減っていくよ

うなイメージで取り組んでいくんですか。その辺ど

うですか。ふやす計画つくるの。

○雉鼻章郎観光振興課長 決して急激にふえること

はないと思うんですが、減っていくということでは

なしに、例えばまだまだ道はこれから半ばなんです

けれども、海外からの修学旅行みたいな話もありま

すので、現状規模を維持していくようなイメージで

は考えております。

○大城憲幸委員 そのためにキャリア教育の話もあ

りましたけれども、民泊はこの前も議論しましたけ

ど、あれは今、大体このうちの何割ぐらいが民泊利

用をしているという数字はありましたか。その辺ど

うですか。把握していますか。

○雉鼻章郎観光振興課長 平成29年度の数字になる

んですけれども、沖縄修学旅行で民泊を実施した学

校数は1137校で、全体のおよそ46％というふうな調

査結果はございます。

○大城憲幸委員 これは徐々にふえてきている、今

後もふえていくと考えるんですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 一般の旅館とかホテルに

比べて、民泊の経験というものが非常に重要視され

てきておりますので、急激ではないにしろ、増加傾

向であろうというふうには考えております。

○大城憲幸委員 ちょっと民家の数も―糸満から陳

情が出て議論はしましたけれども少し頭打ちという

か、逆に厳しいような話も聞いています。だから、

やっぱり県としても民泊をまだまだ推進するんであ

れば推進するで、事業者とのもうちょっと密な関係

とか、180日規定はありますけれども、５月、11、12こ

の辺にもうほとんど修学旅行が集中するわけですか

ら、やっぱりオーバーにならないように、民家の皆

さんが、その辺の周知徹底というのは、民泊の質の

向上というのは必要だと思いますので、その辺の取

り組みはしっかりお願いしたいなと思いますがどう

ですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 前にもお話ししました教

育旅行民泊分科会ですとか、それから教育旅行民泊

のコーディネーターなどを通じて、今御指摘のあっ

たようなことは進めていきたいと考えております。

○大城憲幸委員 次は、286ページのビッグバン事業

お願いします。

韓国の件、先ほどもちらっと出ましたけれども、

また、全国では６割近く減っているというような数

値もありましたけれども、直近の状況、韓国から年

間55万人来ていますけれども、今年度の減りぐあい

というのはどのように把握しているんですか。

○平敷達也観光政策課長 今、現時点での入域観光

客数ですが、本年４月から８月までの累計では、対

前年同期比で２万8300人、率にして12.6％マイナス

の19万6000人となっております。

○大城憲幸委員 直近の状況はわからないですか。

○平敷達也観光政策課長 ８月の時点ということで、

対前年で比較すると、マイナス44％という形になっ

ております。

○大城憲幸委員 便数でいっても、週に72便だった

のがもう32便まで減っているということは、もうま

さに５割、６割普通に減って当たり前の数字になっ



－266－

ているわけですよね。だから、これについて沖縄独

自の取り組みもすべきということで我々も申し上げ

てはいるんですけれども、やっぱり沖縄だからでき

ること、沖縄だからやらないといけないこともある

んじゃないかなと思うんですけれども、最後にその

辺の思いをちょっとお願いしたい。よろしくお願い

します。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 委員おっしゃる

ように、韓国は便数が半分になっていますので、10月

までの状況は非常に厳しいということは想定されま

す。11月以降の便についてはまだわかりませんので、

その辺は非常に注視していかないといけないという

ところです。９月６日には知事メッセージを発して、

国と国の関係は置いておいて、民間交流あるいは文

化、スポーツそういった観光の交流を引き続きやっ

ていきましょうと、我々もウトゥイムチの心でお迎

えしますよというようなメッセージを発信しました。

その後、９月の下旬には向こうへ行って商談会を開

催しまして、最近は沖縄も少しランクの高いホテル

ができたり、あるいは下地島空港が国際線もついて

いますよということで、新しい沖縄の魅力も発信し

ながら、向こうの方々とも意見交換をさせていただ

いています。その後、また向こうの著名な方をファ

ムツアーで呼んで、沖縄を見せるというようなこと

も今やっています。今後もまた韓国に行って、いろ

んな意見交換なり、あるいはセールスも含めてやり

たいなというふうに思っています。これまでも、那

覇空港での外国人のおもてなしを含めてやってきた

ところです。どんなことが今後できるかというとこ

ろにつきましては、また引き続き検討していきたい

なというふうに思っています。

○瑞慶覧功委員長 大浜一郎委員。

○大浜一郎委員 よろしくお願いします。

商工労働部の関連からお願いをしたいと思います。

質問しますよと言っていた207と208ページは、一回

取り下げます。

211ページですけども、沖縄国際物流ハブ活用推進

事業ですけど、非常にうまくいっているような数字

が出ております。具体的な輸出先、主でもいいんで

すけど、主な輸出先がどこで県産品の種類は何か、

少し教えてください。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 このハブ事業でご

ざいますけど、平成30年度の活用実績として最も多

いのは、輸出先として香港、これが約284トン、そし

てシンガポール約122トン。主な県産品なんですけど、

豚肉、牛肉などの畜産物が約140トン、次いで野菜、

果物などの青果これが約100トンとなってございま

す。

○大浜一郎委員 この事業に関しては、コンテナの

借り上げの効果という物流支援が非常に功を奏した

のかもわかりませんが、今後これは自走化に向けて

具体的なこともしていかないといけないんですが、

その辺の見通しのポイントというのはどういうもの

がありますか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 この自走環境の今

の御質疑、見通しということなんですけど、昨年度、

本事業を活用している事業者にですけど、アンケー

トを実施してございます。これをちょっと御紹介し

ますと、質問の中に―本事業が終了した後の海外展

開についてはという御質問の中で、75％の事業者が

―拡大が25％、そして現状維持が50％、合わせて75％

との回答がございます。こういうことも踏まえまし

て、物流支援後の自走環境の見通しとしては、これ

までのとおり県が物流、商流両面から今支援してご

ざいますが、これによって取引の増大、そして定期

的な輸出が実現しているんじゃないかと。ある一定

程度、自走化の環境が整いつつあるのかという認識

でございまして、我々としては本事業終了後も、こ

の事業者の皆様が引き続き海外展開が行えるように

御意見を伺いながら事業に取り組んでいきたいと考

えております。

○大浜一郎委員 ありがとうございます。

213ページも多分これもコンテナ借り上げの効果が

よかったんだろうと思っていますが、882トンという

ふうに非常に業績いいです。荷の内容は、これに半

導体が混載されているんですか。これ違いますよね。

特産品物流拠点化推進事業、これもコンテナの借り

上げの効果の物流支援が大きいと思っているんです

が、この荷の内容はどういうものがありますか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 荷物の中身、つま

り主な品目ですね。一番多いのが野菜、果物などの

青果、これが約606トンです。次いで肉類以外の加工

食品、これが約139トンとなってございます。

○大浜一郎委員 ありがとうございます。

215ページでございますが、国際物流関連ビジネス

モデル創出事業、成功事例としては中古車販売があ

るということになっておりますが、総台数は何台で、

中古部品等々の輸出状況はどうでしょうか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 名前は中古車事業

の実証実験になってございますけど、等と書いてで

すね。実際は29年度、これで実証実験、中古車本体

は終了してございます。昨年度は実証も終わってい

るものですから、ハンズオン支援等の側面的な支援

を県では行っているところなんです。それでも民間
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主導で中古車を輸出してございますが、実績として

は平成27年、年間18台でございました。これが民間

主体に昨年度やって721台。約３年間で40倍程度大幅

に増加してございます。

次に、今実証をやってございます中古車本体では

なく、部品のほうでございますが、この実績につい

ては、昨年度から開始してございますけど、主に中

古車のエンジン、これを40フィートコンテナの２台

分ですね。具体的に申しますとエンジン110個、それ

からハーフカットされた車体８台分、マレーシアの

ほうに実証実験として輸出してございます。

○大浜一郎委員 中国向けに対して、台湾との商流

の連携を図った、構築したということでありますけ

れども、この見通しはどうですか。

○瑞慶覧功委員長 休憩いたします。

（休憩中に、執行部から中古車の実証実験の

質疑かと確認したところ、大浜委員から中

国への輸出拡大に資するビジネスモデル調

査の質疑であるとの説明があった。）

○瑞慶覧功委員長 再開いたします。

仲榮眞均アジア経済戦略課長。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 実は、これは４つ

の細事業がございまして、この左上の台湾と連携し

た中国に輸出拡大、これは細事業の中のアジア経済

特区活用ビジネス構築事業という細事業がございま

して、おっしゃるように、中国市場の輸出拡大に向

けて、台湾の経済特区、それから福建省の経済特区、

これを活用して輸出を拡大する可能性がないかとい

うことで調査する事業でございまして、昨年度は実

現可能性の高いビジネスモデルを整理したところで

す。おおよそ３つございまして、沖縄から台湾へ、

メイドイン沖縄の商品を台湾の特区を通じて福建省

に出すモデル。そしてもう一つは、台湾の企業等に

沖縄から原材料を送って、そこでつくって、原料は

沖縄のものですけど、メイドイン台湾のものとして、

また中国のほうに送る、こういうモデル等々を可能

性調査したという意味です。

○大浜一郎委員 どうですか、その見通しは。うま

くいきそうですか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 今、可能性を調査

したものですから、この想定される可能性のあるモ

デルについて、実際今年度やってみようということ

で今取り組んでいる最中でございます。

○大浜一郎委員 ありがとうございます。

それと、沖縄を経由する必然性を備えた実現可能

なビジネスモデルの取り組み、具体的な可能性の事

例とか、例えばどういうようなものが見えてきまし

たか。この必然性を備えたという意味においては。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 これは、同じよう

にこの事業の細事業の一つに、沖縄活用型商流・物

流拡充ビジネスモデル実証事業という名の細事業が

ございまして、この細事業の目的なんですけど、今、

外国人観光客がたくさん訪れて、沖縄はテストマー

ケティングの場としての活用、それから先ほど来お

話のある沖縄ハブ。ハブ機能を活用したスピード輸

送が可能な環境でもありますので、県内を初めとし

て、インバウンド客、それからアジア向け、複数の

市場に商品を提供することが可能な環境にあると、

この認識から始まって、幾つか実証事業をやってご

ざいますけど。可能性のあるモデルとしては、農林

水産等生鮮品、そして乳製品等の保存期間の短い商

品を那覇空港の貨物ハブの物流機能を活用して、ア

ジアへ輸出している事例があります。具体的には、

先ほど来お話ししているシンガポールですね。これ

向けの今実証実験をやっているところです。

○大浜一郎委員 これはやはり沖縄を経由しなけれ

ばならないという必然性を備えている事業というふ

うに捉えて、今後も例えばどのような可能性がある

と思いますか。もっともっとこの必然性を生かすた

めに、何かもっと可能性があるものは芽生えていま

すか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 沖縄を経由する必

然性、これもやっぱり実証実験なものですから、こ

の実証実験に入る前に７つほどモデルを想定して、

例えば今のように、先ほど御説明した事例はタイム

パフォーマンスモデルといって、沖縄物流ハブのス

ピード、迅速性を生かしたモデルということで、タ

イムパフォーマンスモデル。そのほかにも地方空港

ハブモデル。各地に地方空港ございますけど、そこ

ら辺も大きい空港と勝負してございます。それでこ

の地方空港関連、ここと連携してアジアに向けて輸

出をふやすというモデルが地方空港ハブモデル。そ

して、次のモデルとしては、県内に地域商社ござい

ます。この間、７つほど協議会をつくった団体もあ

りますけど、一括依頼モデルということで、県内、

県外、どちらでも生産者、メーカーから一括して輸

入手続とかこのような輸出業務を代行して、その際、

物流として沖縄を経由すると、そういうモデルがご

ざいます。このように７つほどビジネスモデルを想

定して、その中で幾つか今実証が進んでいるという

ところです。

○大浜一郎委員 ありがとうございました。

それでは、変えます。217ページでありますけど、

アジア・ビジネス・ネットワーク事業でありますけ
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れど、このビジネス・コンシェルジュ業務、また、

連携構築業務で得た情報においては、今後において

は早目に民間への移行を視野に、情報支援等の業務

に転換して、やはりワンストップサービスとして自

走化への促進を図るべきではないかなと思ったりも

しますが、どうですか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 今御質疑のものは、

具体的にアジア構想の中に幾つか重点戦略に資する

ための推進機能に対応した業務ということで今進め

ていますけど、連携構築業務は県内企業が海外展開

をするときに支援するもの。コンシェルジュ事業、

これは外国の企業等が沖縄に立地したり、投資した

りするときの御案内窓口ということでやってござい

ますけど、今、県では、これ28年度から始めていま

すけど、海外からのこの投資の取り組み、それから

海外企業の立地や県内企業の海外展開については、

検討の初期段階、これにおける情報提供を今してい

るのが現状でございます。それでまだ緒についたば

かりでございますので、引き続き当面は関係機関と

連携して積極的に支援していきたいと考えてござい

ますが、民間の意向、やはりこれは重要でございま

す。海外からの投資相談の状況とか、県外企業のニー

ズ、これを踏まえて自走化できる部分、これについ

ては検討をしてまいりたいと考えております。

○大浜一郎委員 ありがとうございました。

219ページです。県産品拡大展開総合支援事業であ

りますけれども、課題の部分において、分析が毎年、

去年も一緒だったんですよ。何が変わって、何を改

善したかがさっぱりわからないものですから、これ

についてストーリー立ててお答えいただけませんか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 課題に書いてござ

いますのは、すぐ解決すればよろしいんですけど、

この課題、引き続き取り組みが必要だということで、

結果的に同じ内容になってございますが、毎年度、

具体的に改善というか、取り組みを進めてございま

して、例えばマーケティングがここに書いてござい

ます。マーケティング力が脆弱な企業が多いという

課題。これについては、昨年度より小売業と経営戦

略に精通した外部専門家を招聘して商品開発支援の

強化を図ったということがございます。さらに開発

後の営業活動、これも充実させる必要があるという

御意見がございましたので、これを踏まえて、営業

強化に向けたハンズオン支援を初めて実施したとこ

ろです。課題、もう一つございますけど、県産品の

定番化にはさらなるＰＲが必要であるというこの課

題については、具体的には県外の日常の食卓に県産

品を取り入れてもらうようにプロモーションが必要

であるという意見がございます。これを踏まえて、

県外量販店、スーパー等で沖縄料理教室を開催して

みたり、レシピを配布するというような、この県産

品の食べ方を提案して実施してございます。最後に

書いてある県内企業と県外量販店のマッチング促進

については、国内最大級の食品展示商談会スーパー

マーケット・トレードショーという展示会、商談会

でございますけど、ここに沖縄県のブース、装飾を

強化して実施したところです。

○大浜一郎委員 いっぱい改善点をやっているんで

すから、こういう書き方じゃなくて別の書き方にし

たほうがいいと思いますよ。

それでは、226ページです。グローバル産業人材育

成事業ですけど、この事業の最終的な目的というの

は、これアウトプット人材だと思うんですよね。基

本的にグローバルな産業人をつくるために支援をす

るんだけども、どういう人材が必要かと。どういう

人材になってほしいかというところを、僕は重視す

べきなのがこの事業の最終的なアウトプットだと思

うんですね。その辺を県はどう考えていますか。

○平田正志産業政策課長 グローバル産業人材育成

事業、この事業は海外展開に積極的な県内企業等に

対して、その企業の人材が海外展開を牽引する国際

性、専門性を有する人材に育成していただこうとい

うことで推進している事業でございます。そのため、

海外企業へ直接実践的な派遣を行って、ＯＪＴ研修

のための経費とか、それから補助支援などを実施し

ているところでございます。最終的にどういった人

材かというと、やはり海外展開、積極的な企業から

御提案をいただいて、企業のニーズに合った研修を

していただくということですので、企業の海外展開

につながるような人材を輩出していくというような

ことを目的としているところです。

○大浜一郎委員 できるだけそういった人材が地元

の企業に来て、そして海外展開をする一つの大きな

きっかけになったとかというようなところまで

ちょっと見据えた事業にしていただきたいなという

ふうに思いますので、その点はどうですか。

○平田正志産業政策課長 実際、研修事業を実施し

た企業では、例えば運輸業の企業では、台湾等に研

修に行きまして、国際物流業務の研修をしまして、

それに基づいて台湾の輸出入貨物の見積もりである

とか、輸送の手配とか、そういったところを実際に

研修しまして、その結果として台湾向け混載サービ

スの運用を開始している企業等ございます。また、

観光関連の企業では、セブ島での海外拠点の開設に

向けた人材育成ということで、そのセブ島での商習
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慣とか、異文化コミュニケーション、それから輸出

入の手続、そういったところを研修しまして、現状

として現地法人を設立して営業許可を取得して、現

在の営業を開始するというような取り組みを進めて

いる企業がございます。また、情報通信関連産業で

は、北米での新しいビジネスモデルを構築するとい

うことで人材育成をしまして、北米での取引開始に

向けた受注の手続のフロー等とか、それから入札や

提案の方法等の商習慣といいますか、そういった研

修に努めまして、そして今、北米サービス部ではウ

エブページの作成に着手しているということで、実

業に落としていく取り組みが今、進みつつあるとい

うふうに認識しております。

○大浜一郎委員 ありがとうございます。

では、文化観光スポーツ部関連お願いいたします。

281ページです。観光リピート率が高いというのは先

ほどお聞かせいただきましたけれども、新規開拓に

際して、特に重要ポイントというのは何でしょうか。

○雉鼻章郎観光振興課長 国内で新たに獲得を目指

す市場としましては、沖縄旅行未経験者の方々とか、

富裕層などをターゲットとして位置づけております。

沖縄旅行未経験者層につきましては、沖縄旅行への

モチベーションを喚起するということが重要なポイ

ントだと考えておりまして、今年度は各本土の地域

別に沖縄の歴史・自然・文化・食といったそれぞれ

のテーマを設定し、未経験者層、沖縄にまだおいで

になったことのない方々の誘客などを展開している

ところであります。

○大浜一郎委員 ＦＩＴ対策について、ブラッシュ

アップすべきポイントは何と捉えていますか。

○雉鼻章郎観光振興課長 今、委員おっしゃられま

したＦＩＴ―ツアーなどの団体手配ではなくて、個

人で旅行を手配する方々については、情報発信とい

うのが非常に重要であろうというふうに考えており

ます。具体的にはウエブサイトやＳＮＳ、メディア

を通じて沖縄旅行に関する情報の発信をしていくと

いうことになります。歴史・文化・食・スポーツな

ど、テーマごとに沖縄が持つ魅力を発掘して、いろ

んな各種の媒体で発信をしていくことが重要ではな

いかというふうに考えております。

○大浜一郎委員 Ｂｅ．Ｏｋｉｎａｗａの内容につ

いての、沖縄ブランドの周知で改善すべき今後のポ

イントというのは何がありますか。

○雉鼻章郎観光振興課長 沖縄観光ブランドのＢｅ．

Ｏｋｉｎａｗａでございますけれども、平成24年度

に戦略的誘客活動推進事業、外国人観光客誘致強化

戦略策定事業並びに沖縄観光イメージ浸透促進事業

を実施して、世界15カ国17地域におけるマーケティ

ング調査をもとに策定したものであります。平成29年

度からも国内に適用をいたしまして、ロゴの活用や

国内向けのビジュアル動画の作成などを実施して、

海外・国内において統一したブランドの取り組みを

実施しております。国内におきましては、適用から

３年目を迎えまして、認知度も上昇しつつあります

が、引き続きＢｅ．Ｏｋｉｎａｗａの世界観を伝え

る多様な取り組みを積極的に進める必要があると考

えております。それらの取り組みによって、沖縄観

光のデスティネーション・ブランディングを構築し

て、新たな客層の誘客につなげていきたいと考えて

おります。

○大浜一郎委員 ありがとうございました。

283ページの観光誘致対策事業に移りますが、国内

マーケットの60％が沖縄旅行未経験ということであ

りますけど、どのような調査で導き出された数字で

すか。

○雉鼻章郎観光振興課長 未経験の国内マーケット

60％というお話でございますけれども、これは平成

30年度に国内需要安定化事業の中で、沖縄旅行実態

調査というのを実施しまして、その中で沖縄旅行未

経験と回答をした割合が約６割ということでありま

す。

○大浜一郎委員 それが根拠になっているわけです

ね。

○雉鼻章郎観光振興課長 その調査を根拠に、その

ように記載をしております。

○大浜一郎委員 わかりました。

それでは286ページの２、沖縄観光国際化ビッグバ

ン事業についてお伺いしますが、これは金城委員か

らも御質問ありましたが、課題の中では量と質、長

期滞在型と１人当たりの消費額の増加の対策への見

通しと、具体的なポイントは何があるかということ

なんですが、基本的にはマーケティングの進化が必

要ではないかなと思ったりもするんですね。新しい

マーケティング、従来どおりじゃないマーケティン

グが必要だというふうに思いますが、その辺の取り

組みは今後どうしていきますか。消費額を上げて、

量から質ということに展開していくに当たって。

○雉鼻章郎観光振興課長 今お話にありました新し

いマーケティングというところにつきましては、や

はりウエブですとか、先ほどから申し上げています

ようにＳＮＳといったところをうまく使って進めて

いくことになるかなと思います。もう一つございま

した量と質―質の向上という話でございますけれど

も、やはり滞在の長期化というところで、観光消費
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額の向上というところを図っていきたいというふう

に考えております。具体的にはアイランドホッピン

グ―離島周遊などですとか、あとは先ほども申し上

げました富裕層の誘致、それからウエディングなど

も消費単価を上げる一つのコンテンツになるかなと

いうふうに考えているところで、そういったような

取り組みを、今、進めていきたいというふうに考え

ております。

○大浜一郎委員 これはね、今後ともこの問題はつ

いてきますしね、そしてこれが一番重要なんですよ。

ですので、これは本当にたたいてたたいて、どうい

うのがいいかというのは本当に政策としてやってい

くべきだというように思いますが、どうですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 委員御指摘のとおりで、

今後ともいろいろな各方面で情報を集めて進めてま

いりたいと思います。

○大浜一郎委員 ありがとうございます。

それでは、288ページ、クルーズ船プロモーション

事業についてお伺いします。これは、課題がクルー

ズ船の分散化ということになっておりますが、石垣

とか宮古で受け入れについては解決すべきはないの

かなと。課題の中でですね。

○雉鼻章郎観光振興課長 石垣島、宮古島でのクルー

ズ船の受け入れにおいては、本島に比べて広くない

島に短時間に多数の乗客が下船することなどによる

課題があるとは認識しております。私どもが聞き及

びますに、クルーズ船の受け入れに関して、石垣港

では新港埠頭に、今、クルーズ船用バースが整備さ

れつつあって、ターミナルビルの建設計画もござい

まして、大型バスやタクシーなどへの円滑な乗り継

ぎができるよう、ハード整備が進められていると聞

いております。また、ソフト面では、石垣市が事務

局を担うクルーズ促進協議会でバス、タクシー事業

者を含めた関係者が連携し、受け入れ対応を行って

いると伺っております。宮古、平良港におきまして

は大型バスやタクシーの不足に備えて、クルーズ客

が港から徒歩で市街地に移動できる町づくりを計画

しつつあるなど、市の関係部署が連携して受け入れ

対応を行っていると伺っております。県としまして

は、引き続き受け入れ実務を行う地元市町村と情報

を共有して、関係機関との連絡調整を行ってまいり

たいと考えております。

○大浜一郎委員 これ直接関係ないと思いますが、

でもプロモーションをうまく生かせるために、実は

ＣＩＱの問題があります。石垣港のＣＩＱの問題、

進捗状況はどうですか。わかりますか。

○雉鼻章郎観光振興課長 今はバースのほうも延ば

す工事をしているところで、これからターミナルの

ほうをつくっていくという話で伺っています。ＣＩ

Ｑは当然そのターミナルの中に入ってくる話になる

と思いますので、それについては引き続き―特に今、

具体的に石垣市のほうから何かということは私ども

は承ってはいないんですけれども、当然連携をとり

ながら進めてまいりたいというふうには考えており

ます。

○大浜一郎委員 これ、今、県と打ち合せをしてい

るはずですよ。ちょっと確認してください。

289ページですけれども、離島観光活性化促進事業

でありますが、これは一括交付金の減額が予想され

ている中で非常に心配しているところなんですが、

この次期振計についての位置づけを、この辺はどの

ように方針として持っていらっしゃいますか。

○雉鼻章郎観光振興課長 離島観光については、今

後も重要であるというふうに考えておりますので、

次期振計においても注力して引き続き位置づけてま

いりたいというふうに考えております。

○大浜一郎委員 自然遺産とか、例えば今後ＦＩＴ

の方々がふえているのは、離島のほうには相当ふえ

ているんですよね。ですので、離島の役割が沖縄の

魅力を増すといっても、私は過言ではない時代も来

ると思っています。ですので、この辺の取り組みは

しっかり次の方針の中にも入れておいてほしいなと

いうふうに思います。

続いて、293ページです。

沖縄観光コンテンツ開発支援事業でありますけれ

ども、この事業で２万7262名という、国内外の観光

客誘致につながったとしていますが、その成果の中

身がちょっとよくわからないので御説明いただきた

いと思います。

○雉鼻章郎観光振興課長 沖縄観光コンテンツ開発

支援事業でございますけれども、平成30年度の採択

事業の補助期間における県外及び国外からの観光客

数が２万7262名ということになっておりまして、県

内からの観光客を含めますと、この事業においては

７万2858人がおいでになったということになってお

ります。成果といたしましては、短期的には当該年

度内でのブラッシュアップ支援などを通したコンテ

ンツ開発、そのコンテンツを活用した観光誘客など

であります。また、中長期的には補助事業終了後の

自走化、そして定着ということによって、観光客１人

当たりの消費額向上や滞在日数の延長というのが成

果というふうに考えております。

○大浜一郎委員 それでは最後になりますけど、ペー

ジ300と302と一括して質問をしますが、このＭＩＣ
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Ｅの事業に関しては国の強力な支援体制が不可欠な

事業だというのは言うまでもありませんが、見通し

が極めて短い状況にある中で、火種まで消えてしまっ

たらもう終わりなんですよ。火種まで消えたらもう

終わり。だから火種を残すために、どういうような

ポイントでもって、この事業の継続を、火種を残し

ていくかという、そういう方針を聞かせほしいんで

すよ。

○加賀谷陽平ＭＩＣＥ推進課長 大型ＭＩＣＥ施設

の整備のほうでございますけれども、今年度この整

備に向けて課題となっております整備財源の確保策

のほうを中心にしまして、事業のあり方について再

検討を行い、今後の進め方を整理していく、そうい

うふうに今、進めているところでございます。現在、

民間資金を活用します官民連携の手法について、国

内外の事例調査など各種情報の収集に努めていると

ころでございまして、今後その調査の一環として、

専門家委員会を立ち上げ議論を深めていく、そういっ

た進め方を今、行おうとしております。県としまし

ては、大型ＭＩＣＥ施設の早期整備に向けて、引き

続き関係機関と連携しながら取り組んでいきたい、

そのように考えております。

○大浜一郎委員 建設用地の無断使用を防ぐために

フェンスを設置したとお聞きしておりますが、これ

はそのまま置いておくんですか。活用方法はないん

ですか。

○加賀谷陽平ＭＩＣＥ推進課長 取得しております

建設用地のほうでございますが、こちらのほうは大

型ＭＩＣＥ整備の運営事業の公募の際に先立って用

地を確保する必要があったということで、平成28年

度に取得をしております。現在、大型ＭＩＣＥ施設

の整備に向けて進め方の整理をしているところでご

ざいますが、建設場所としてその用地に建設すると

いう考え方に、今、変わりはございませんので、い

かにしてそこを整備していくか、その調査を今、しっ

かりと進めていきたいというふうに考えています。

○大浜一郎委員 多額のお金で、あれは70億円ぐら

いかけて土地を買って、億単位の調査費を入れて、

結局今になっているという中において、これはなか

なか難しいですよ。どういうふうにしてこれを再利

用するかという、もう一つのアンテナも持っておか

ないといけないなと僕は思いますけどね、どうなん

ですか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 先ほど来答弁さ

せていただいていますように、我々は大型ＭＩＣＥ

施設が本県の経済にとって非常に重要であると。ま

た、東海岸地域において大型ＭＩＣＥ施設を核とし

て、にぎわいをつくるという基本的な方針に変わり

はございません。ですので、整備するに当たって課

題となっている財源を含めて、今年度、調査・検討

を進めているものでございまして、今、委員から御

提案のある違う用途も含めてというところは、今の

ところ検討していないというところでございます。

○大浜一郎委員 民間資本の当てということであり

ますけど、今後これをやっていくというんですが、

これもしかして中国企業が入ってくるということも

想定されているんですか。民間企業であるとか。

○加賀谷陽平ＭＩＣＥ推進課長 現時点で民間事業

者、どういった制約をかける、かけないという議論

はまだ何も決まっていないという状況ではございま

す。ただ、今年度、その民間資金の活用という議論

を調査し整理していく中で、そういった議論を深め

ていきたいなというふうに考えています。

○大浜一郎委員 終わります。

○瑞慶覧功委員長 西銘啓史郎委員。

○西銘啓史郎委員 よろしくお願いします。

まず、両部に共通して確認したいのですが、私も

毎回いろんな主要施策の一覧表をリクエストして、

大分見やすくはなったんですけれども、まだちょっ

と不十分なところがあるのでこれは両部にお願いし

たいんですけれども、事業によって大項目１があっ

て（１）がありますけれども、明細ですよね。例え

ば文化観光スポーツ部でいえば、最初の281ページだ

と、もう１があって、この１しかないですけど、（１）、

（２）が、明細がわかるじゃないですか、かかった

費用が。それが入っていない事業が多々ありますの

で、商工労働部も一緒です。これについてはぜひこ

れを入れていただくと、幾ら使っているというのが

わかりやすいので、質疑もそのように時間を割かな

くて済むのでお願いしたいと思います。

それともう一つ、両部に質問しまして、これも中

身を見ればわかるんですけど、例えば文化観光スポー

ツ部、今回35事業ありますが、一括交付金を活用し

た事業がほとんどだと思うんですけど、活用してい

ない事業は何番か教えてください。

○平敷達也観光政策課長 まず、各ページの備考欄

に白抜きの星印が入っているものが一括交付金―沖

縄振興特別推進交付金ということになっております。

それに関しますと、まず、委員のおっしゃった目次

の番号でいきましょうね。一括交付金でない事業と

いうのが、（２）、飛んで（22）、（23）、（24）、飛んで

（28）、（29）、（35）。

以上でございます。

○西銘啓史郎委員 商工労働部お願いします。
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○平田正志産業政策課長 商工労働部は、主要施策

事業として83事業の掲載をしておりますけども、一

括交付金事業以外で、括弧の番号を読み上げてまい

ります。（１）、（２）、（18）、（31）、（36）、（37）、（40）、

（41）、（42）、（43）、（46）、（47）、（49）、（53）、（56）、

（57）、（60）、（61）。済みません、ちょっと財源違い

でまた１の頭のほうから戻ってしまいますが、（９）、

（10）、（11）、（12）、（22）、（44）、それと（50）、（60）。

○西銘啓史郎委員 今のは一括交付金じゃないやつ

ですか。

○平田正志産業政策課長 じゃないやつです。

○西銘啓史郎委員 わかりました。ありがとうござ

います。

では、最初に商工労働からいきたいんですけども、

質問の中に入れていなかったんですが、きょうの新

聞の―金城委員からもありましたが、ＲＥＳＡＳ（地

域経済分析システム）、2013年度の数字をもとに琉大

教授が発表しているんですけど、これは県としてこ

のシステムを活用しているかどうかお聞かせくださ

い。

○平田正志産業政策課長 商工労働部のほうでもこ

のシステムは入っている、情報を取得できる形になっ

ています。

○西銘啓史郎委員 ちなみに直近で、これ分析した

場合にどのようになるか、何かお持ちですか。例え

ば2013年で77.8とか地域経済循環率が出ていますけ

ど、直近で商工労働部として持っているかどうか。

○平田正志産業政策課長 システムとして活用する

ことは認識しておりますけども、少しこういうふう

な分析として、今データとしては持っておりません。

○西銘啓史郎委員 私も初めてこの単語と数字を見

たんですけれども、６年前なのかな、2013年ですか

ら。６年でどう変わっているかもぜひ見たいので、

県として分析した結果を何か公表するような仕組み

があるのか。または、なければない分、私だけでも

いいですからもらえれば。または経済労働委員会に

提出してもらえませんか。

○平田正志産業政策課長 現時点でデータは持って

おりませんが、少しこの手法等を確認して、検討し

てみたいと思います。

○西銘啓史郎委員 ぜひお願いをしたいのは、この

数字だけがひとり歩きしないように、数字が変わっ

ているのか、または変わらないのかも含めてですけ

ど、やはり大学の教授の調査だけではなく県として、

または経産省、内閣府の仕組みらしいですけども、

しっかり数字を、私たちにもわかるように見せてい

ただければと思います。

続いて、それにちょっと関連しますけども247ペー

ジ、貸し付けのほうですけども、県単融資事業、こ

れは私、昨年も質問をいたしました。ことしは154億

円の決算額ですけれども、参考までに業種別、融資

している中身、細かい会社名じゃなくても建設業と

か何とか業みたいな名称で、件数がもしわかれば、

1355件の大枠の内訳を教えていただければ。よろし

くお願いします。

○友利公子中小企業支援課長 平成30年度の業種別

の貸付実績なんですけれども、件数の多いほうから

いきますと、建設業が409件、サービス業が342件、

卸売・小売業が211件、以下運輸・通信業が62件、製

造業60件、工業、ガス供給業がそれぞれ１件という

ふうになっております。

○西銘啓史郎委員 大体平均の融資額というのはわ

かりますか。単純に割ればいいのではないと思うん

ですけど、大体どのぐらいの融資がメーンになって

いますか。

○友利公子中小企業支援課長 申しわけないですが、

業種別で平均は出しておりませんが、資金ごとにと

いうことは出しているんですけれども。短期運転資

金ですとか。例えば短期運転資金ですと、平成30年

度の平均融資額が1299万4000円、また、経営振興資

金も同じように1190万9000円となっています。大き

いところで言いますと、ベンチャー支援資金が2077万

円ですね。それからあとは、雇用創出促進資金とい

うのがございますが、そちらが2148万8000円という

ふうな形で、合計で見ますと1257万8000円という状

況となっております。

○西銘啓史郎委員 これはもう昭和47年度から始

まっている事業であり、また、直近の３年ぐらいで

いいんですけど、貸付実績と貸付総額、累計でもい

いですから、単年度ずつでもいいんですけど、お持

ちでしたら教えてください。

○友利公子中小企業支援課長 金額でお答えいたし

ます。平成28年度が114億7438万5000円、平成29年度

が141億1946万5000円、平成30年度が170億4321万

9000円となっております。

○西銘啓史郎委員 件数はわかりますか。28年、

29年。

○友利公子中小企業支援課長 平成28年度が945件、

平成29年度が1137件、平成30年度が1355件となって

おります。

○西銘啓史郎委員 また、再度確認ですけど、申請

をして、審査をしてはじかれるケースというのが―

この今1355件は貸し付けの実績ですよね。申し込み

件数というのはわかりますか。要は3000件来て1355な
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のか、その辺がわかれば。

○友利公子中小企業支援課長 済みません、申請件

数についてはこちらのほうでは把握をしておりませ

ん。

○西銘啓史郎委員 大体でいいですけど、100％でき

ているのか、半分ぐらいなのか、審査ではじかれる

のかとかはどんな感じですか。窓口はこれ、中小企

業支援課ですか。

○友利公子中小企業支援課長 こちらは金融機関が

貸し付けをするものなので、うちのほうで直接窓口

になっているわけではないんですけれども、恐らく

ですけれども、100％ということはないと思います。

ただ、半分よりは上だというふうに感じております

ので、８割、９割ではないだろうかというふうに推

測します。

○西銘啓史郎委員 これは大事なことなので、もち

ろん民間金融機関に委託するのはいいけど、この

150億円、170億円近くの金を融資を受ける側がいる

わけですよ。県として把握すべきことは、私が思う

のは、どれだけの中小企業が本当にお願いをして借

りられているのか。最近聞くと民間、地銀よりも公

庫のほうの融資が率が低くて、ある意味、民業圧迫

ということも聞こえてはくるんですけども、そうい

うことじゃなくて、本当に利用したい人が利用して

いるのかどうか、私は知りたいんですね。ですから、

皆さんとしては、申し込み件数とこのあれがどうなっ

ているのかというのを把握すべきだと思います。ぜ

ひこれは来年以降、数字を把握して説明していただ

ければと思います。それと、なぜこのことを聞くの

かというと、先ほどのＲＥＳＡＳじゃないですけれ

ども、経済の自立という意味では、やはり地元の企

業が成長をしたり、我々の所得がふえることが一番

ですから、そういう意味で本当にこの県単融資の事

業が復帰後ずっと続いていて、皆さんから感謝され

ていると私は思うんですけれども、利用しにくいと

いう声があるのであれば、その辺の声もやっぱり課

としては把握すべきだと思うので、それについては

ぜひよろしくお願いします。

続いては、ちょっとページ戻りますけれども、

223ページのほうですが、これはベンチャー企業のす

ぐれた研究成果の事業化なんですけども、これも２億

円を使っている割には実績とかがすごい淡泊なよう

な気がしまして。継続採択４件、新規５件、計９件

というんですけど、継続採択４件の金額と、新規５件

の金額をちょっと教えてください。

○平田正志産業政策課長 継続事業の４件で9791万

7000円、新規事業の５件で１億5991万1000円。

○西銘啓史郎委員 これは26年度からの継続事業に

なっていますけども、５年間の総件数と総決算額を

教えてもらっていいですか。

○平田正志産業政策課長 この事業、１社で２カ年

というような補助等がありまして、延べ件数が今

ちょっと手元にはないんですが、企業の数としては

29社です。

○西銘啓史郎委員 今まで支援した金額の累計もわ

かりますか、５年間の。

○平田正志産業政策課長 済みません、今ちょっと

手元では累計は出しておりません。申しわけありま

せん。

○西銘啓史郎委員 29社で、今も継続して残ってい

る企業がほとんどというふうに理解していいですか。

○平田正志産業政策課長 先ほど言いました企業数

というのは29社を支援して、１社廃業になっており

ますがその他の28社については継続しているという

ことです。

○西銘啓史郎委員 何が言いたかったかというと、

ベンチャーで育てることも大事ですけれども、その

後いろんな理由があって継続できないこととなると

非常に残念ですので、そこら辺はしっかりウォッチ、

フォローしていただければと思います。

琉球王国文化遺産のこの事業、本年度１億200万円

ですけども、この有識者の会議16回、復元を行った

おのおのの金額を教えてください。

○瑞慶覧功委員長 休憩いたします。

（休憩中に、執行部より細かな数字が手元に

ないため、後日、資料を提供することとし

たいとの申し出があり、了承された。）

○瑞慶覧功委員長 再開いたします。

西銘啓史郎委員。

○西銘啓史郎委員 要は何が言いたいかというと、

昨今いろんな委員の費用で２万7000円だったり、い

ろいろあるものですから、それも含めて参考にした

いので、ぜひ資料の提出をお願いします。

326ページ、ウチナーネットワークの強化推進事業、

決算額は少ないですけども、これは小まめに開催さ

れて、表の中でこの（１）、（２）、（３）の額は入っ

ていませんけども、（１）、（２）、（３）、（４）、（５）、

これは全て額は出せるのでしょうか。

○伊田幸司交流推進課長 恐れ入ります、この括弧

ごとの額につきましては、ちょっと計算する必要が

ありますので、後日提出したいと思います。

○西銘啓史郎委員 これは事業はどこかに委託した

事業ですか。

○伊田幸司交流推進課長 これは事業ごとに委託し
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ております。

○西銘啓史郎委員 これは後で委託事業の一覧みた

いなものをもらえますか。

○伊田幸司交流推進課長 承知しました。

○西銘啓史郎委員 それと文化観光スポーツの全体

に戻ります。さっきの目次で、沖縄観光コンベンショ

ンビューローに委託している事業を、１から番号で

何番というのを答えてください。

○平敷達也観光政策課長 平成30年において、沖縄

観光コンベンションビューローに委託している事業

は、目次の番号順にいえば１、２、３、５、６、７、

８、９、12、14、15、17、20。以上、13事業になっ

ております。

○西銘啓史郎委員 これは昨年度と比べて数は同じ

ですか。

○平敷達也観光政策課長 前年度と同じということ

です。

○西銘啓史郎委員 あと、もし、この決算には直接

関係ないかもしれませんけど、委託事業がこれだけ

あるので、コンベンションの決算、30年度というの

は把握されていますか。コンベンションビューロー

の。

○平敷達也観光政策課長 沖縄観光コンベンション

ビューローは、30年度の決算ですが、収支合計が約

34億767万3000円から費用合計約34億102万9000円を

差し引いた収支差額が約664万4000円となっておりま

す。

○西銘啓史郎委員 ありがとうございます。

今いろいろ事業、本当は詳細をもっと聞きたいん

ですけども、非常に気になるのが一括交付金への委

託の事業の比率も―多分もう一緒かもしれませんけ

ど、依存が多くなる中で、一括交付金がどんどん減っ

ていくと、どうしても事業の年度が延びたり、また

は施策が減少すると思います、業務上。ですから、

もちろん次年度予算も一括交付金確保に我々も努力

しますし、皆さんも一生懸命努力するとは思うんで

すけど、今後その一括交付金に依存している事業が

総額減った場合の各部局の予算の取り合いだったり、

優先度によってはもうやめたいとなるかもしれませ

んけど、この辺はまず、今年度の決算を踏まえて、

今年度もそうですけど、次年度以降の考え方はちょっ

とどのようになるかを教えていただけますか、両部

長。

○嘉数登商工労働部長 事業の種類によっては、引

き続き研究の要素を含んでいる事業もありますので

継続するというところもありますし、それから３年

ぐらい事業をやってきているのである程度の成果が

見えた分については―先ほど大浜委員のときにも出

ましたが、自走化というようなところも意識しなが

ら事業の整理をやっていく必要があるというふうに

考えております。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 一括交付金につ

きましては、これまでも３年前に比べると現状自体

が約半分近くになっているわけです。その中におき

ましても、やっぱり事業の費用対効果というのを捉

まえて、整理すべきものは整理する必要がございま

すし、これまでの成果とこの現状の課題を踏まえま

して、より今後伸ばすべきところなどをしっかり踏

まえながら、そういった予算の配分は行っていきた

いというふうに考えています。

○西銘啓史郎委員 両部にお伺いしますけども、今

回の予算とはちょっとあれですが、昨今パルコシテ

ィがオープンしたり、それからライカム、また旭橋

再開発、オーパですね、いろんなテナントが入って、

最近の新聞によるとオーパは何社かが撤退したりだ

とか、何とかコーヒーですか、詳しくは知りません

けど経営者がかわったりとか。もちろん商工労働部

としてはいろんな企業の誘致であったり、または文

化観光スポーツ部としては観光のメーンの位置づけ

というか、そういった活用もあるわけですから、ラ

イカム、パルコシティ、旭橋のオーパ含めて、今両

部として、もちろん全て経営にかかわっているわけ

じゃないですけども、旭橋のほうは県のほうの出資

があって、社長も県から行っていますよね。その辺

の観点で、観光という観点と商工労働部の立場で、

今の現状と課題、どのように感じているか教えてく

ださい。

○嘉数登商工労働部長 まず、観光がこれだけ好調

に来ていましたので、それに引っ張られて県内の経

済が非常に好調であったということと、それから雇

用も非常にいい数字が出ているということでもあり

ますけれども、ただ一方で、１人当たりの県民所得

というのは、午前中も答弁しましたが227万円という

ことで、まだ道半ばというふうな状況もあるかとい

うふうに思っております。それから、西銘委員がおっ

しゃっていたように、オーパでもそういった状況に

なっているということで、それは詳細に分析結果を

聞いておりませんので、原因がどこかというところ

は定かではないんですけれども、ただ、県内には人

材不足―人手不足ということがありますので、そこ

はしっかりと各分野で対応していかなければいけな

いというふうに思っておりますし、その人材不足と

いっても、すぐ提供できるというようなことはない

と思っておりますので、私は産業振興をやっていく
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上では、産業人材の育成という観点はこれまでもやっ

てきておりますけれども、これからも継続してじっ

くりとやっていく必要があるというふうに考えてお

ります。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 大型のショッピ

ングセンターというところで、そういった誘客の効

果もあるというふうには思います。一方で、当然、

それだけが沖縄観光の魅力ではありません。それぞ

れ地域において地域に根差した、いわゆるマチヤグ

ヮーであったり食堂であったりというところも、広

く育成する必要があるだろうなと思います。そういっ

た意味で、幅広く観光客に満足いただけるというこ

とを考えますと、それぞれそういった大型の便利な

ショッピングセンターももちろんですが、いろんな

ところで誘客ができるような取り組みが必要かなと

いうふうに考えております。

○西銘啓史郎委員 最後に文化観光スポーツ部長、

旭橋の中に観光施設、案内所をつくっていますよね。

今の利用状況を教えてください。

○雉鼻章郎観光振興課長 平成30年の10月にオープ

ンしておりますので、平成30年度の半年分で来訪者

人数が６万1884人というふうになっております。

○西銘啓史郎委員 これは想定内、以上、以下、ど

んな感じですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 申しわけありません、半

年分の目標数値というのは持っていないんですけれ

ども、例えば那覇空港内にあります国内線の出たと

ころの―ＪＡＬ側の出たところの平成30年度の利用

者数が５万8994人ですので、それに比べて多いとい

うことを考えれば、それなりの来場者においでいた

だけているというふうに考えております。

○西銘啓史郎委員 最後に僕の個人的な意見も含め

てですけど、向こうは本来はバスターミナルでバス

で来て、モノレール、パーク・アンド・ライドじゃ

ないけど、非常に機動的ですよね。だからあそこに

航空会社のチェックインをつくれば、そのままター

ミナルまで行けると、手ぶらで。というような仕組

みが本来あっても―当初の計画であればよかったと

思うんですけど、今から改善は難しいかもしれませ

んが、どこか頭の中にシティーターミナルのような

ものも含めて、観光スポーツも含めて検討していた

だければと思います。

以上です。

○平田正志産業政策課長 先ほど新産業研究開発支

援事業の事業費について問い合わせがあった件で、

総額と途中集計に誤りがありましたので、訂正をさ

せていただければと思います。まず、平成30年度実

績の継続分４件の金額は9791万7000円、これは先ほ

どと同じ数字でございます。新規事業分が５件です

が6199万4000円で、合計で30年度実績が１億5991万

1000円。平成26年度から平成29年度までの実績が、

29社に対して補助金が９億4951万5000円という形に

なります。

以上です。

○瑞慶覧功委員長 休憩いたします。

午後３時45分休憩

午後４時５分再開

○瑞慶覧功委員長 再開いたします。

休憩前に引き続き、質疑を行います。

山川典二委員。

○山川典二委員 どうぞよろしくお願いします。

午前中、そして午後もありましたけれども、13ペー

ジ、これは聞かなくていいんですけどね、中城湾港

の臨海部土地造成事業について、確認の意味もあり

ましてお聞きしたいと思います。まず、非常にいい

感じで展開はされているという話なんですけれども、

178億円の製造品の搬出額なんですけども、これは県

外が82億円で県内が58億円、海外では約36億円、こ

れは間違いありませんか。

○久保田圭企業立地推進課長 国際物流拠点産業集

積地域うるま地区の平成30年の搬出額ですけれども、

県内が58億8800万円、県外が82億4200万円、海外が

36億6200万円、合計で177億9200万円となっておりま

す。

○山川典二委員 特にこの海外への製品搬出の中身

は主にどういうものですか。

○久保田圭企業立地推進課長 製品ごとの内訳とい

うのは集計していないんですけれども、大きく出荷

している企業につきましては、主に半導体関連を製

造されている企業の出荷額が多いという状況になっ

ております。

○山川典二委員 後ほどでいいですから、71社が今

就業されていて、その内訳を、資料をいただけます

かね。県外、県内、海外、それぞれで。後刻でいい

ですから、資料出せますかね、簡単な一覧表みたい

なものありますか。あれば下さい。

○久保田圭企業立地推進課長 立地企業としまして

は71社になりまして、あと、この搬出額というのは

平成30年、暦年の実績になるんですけれども、71社

の立地というのが、例えば賃貸工場ですと使用許可

を出した時点、分譲地だと土地を契約した時点とい

うことで、操業していないという企業もあるもので

すから、実際は71社ではなくて、五十数社の実績に

なります。ただ、それぞれの県外、海外、県内の搬
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出額の合計というのはお出しすることはできます。

○山川典二委員 済みませんがお願いします。

それと先ほど部長も、あと、令和９年ぐらいでは

ある程度処理ができるという話がありましたけれど

も、現在全体の分譲の平米数、賃貸も含めて、今、

これは報道によるとまだ六十数％ですか、残りまだ

あるようですけれども、全体を整理の意味で教えて

ください。

○久保田圭企業立地推進課長 中城湾港（新港地区）

臨海部土地造成事業の中で、工業用地として分譲対

象面積が192.6ヘクタールございます。これの令和元

年６月末現在の土地の利用面積としましては164.3ヘ

クタール、利用率が85.3％、未利用面積につきまし

ては28.4ヘクタールという内訳になっております。

○山川典二委員 これは、確認ですが、分譲の面積

ですか。賃貸は別にして。

○久保田圭企業立地推進課長 大変失礼しました。

利用済みが164.3ヘクタールですけれども、そのうち

分譲済みが156.3ヘクタール、貸し付けが８ヘクター

ルとなっております。

○山川典二委員 そうしますと、全体から何パーセ

ントになりますか。分譲の部分だけでいいんですけ

ども。

○久保田圭企業立地推進課長 分譲だけで申し上げ

ますと、81.1％になります。

○山川典二委員 ありがとうございました。

それと、今度、いろいろ関連するかもしれません

が、ページ211、そして215、231、これも午前中から

議論がありますが、沖縄国際物流ハブ活用推進事業、

そして国際物流関連技術モデル推進事業、国際物流

拠点産業集積推進事業、関連していますのでまとめ

て聞きますが、特に聞きたいのは、那覇空港の貨物

の、全日空の貨物便がかなり減便になっている状況

がありますが、現状はどういうふうになっているの

か、御説明をお願いします。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 現状では、御存じ

のように羽田空港の国際化、それから平成25年度以

降の全国的なインバウンド需要の増加に伴った、羽

田を初めとする各空港、この空港からの旅客便のベ

リー輸送との競争が激しくなり厳しくなってきた結

果、ＡＮＡカーゴのほうで事業環境の変化ということ

で、事業の効率化、基盤を強化するという意味合い

で、平成29年から30年にかけて週120便から週70便に

なったということでございます。これに伴って、那

覇空港の国際貨物取扱量なんですけど、平成30年度

には約12万トンとなって、今、対策が求められてい

るというところでございます。

○山川典二委員 その対策について皆さんはどうい

うふうな対応をなさっていますか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 もともと国のアジ

アゲートウェイ構想から県の国際物流構想があって、

それに呼応して、沖縄ハブ事業、ＡＮＡさんが提案

をして協力をしてやっているところなんですけど、

この沖縄ハブはハブアンドスポーク方式のネット

ワークでございまして、就航都市間の貨物を空港で

積みかえて、御存じのようにトランジット貨物が中

心ということで、やはり課題としてはネットワーク

拡充、そしてさきの委員からも質疑がありましたけ

ど、沖縄を経由する物流モデルの拡大、これが肝要

だというふうに考えてございまして、その対策とし

て県では、先ほど御説明しましたけども、那覇空港

の貨物上屋、ピーチが移動した跡にＬＣＣターミナ

ル跡、これスペースがございます。このスペースを

活用して、国内外の新たな航空会社、キャリアと呼

ばれる航空会社の貨物路線の誘致とか、国際物流機

能を生かした事業を行うフォワーダーとか、高付加

価値な製造業とか、そのような事業を行っている企

業の新規参入を促す、今、取り組みを進めていると

ころです。これによって何を目指しているかという

と、今カーゴさんがやっていただいている貨物ハブを

最大限活用しながら、国際貨物量の増加に向けて、

新たなビジネスを創出することで拠点化を推進した

いと、このように考えています。

○山川典二委員 先ほど課長から豚肉、牛肉140トン、

野菜・青果が100トン、香港、シンガポール、都市に

輸出をしているという話がございましたけれども、

航空貨物の便はどこを使っていますか。全日空です

か、それとも県内の産品をアジアに輸出する場合の

航空貨物便は全日空さんを使っているんですか。そ

れとも、それ以外のところがあるんですか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 先ほどお答えした

のは、当方で実施しているコンテナスペース事業、

県産品と全国特産品と事業は違うんですけど、コン

テナスペース事業をやってございます。これの実績

ということで御紹介したものです。

○山川典二委員 ですから、これは航空貨物便を使っ

ているわけですよね。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 ＡＮＡカーゴの貨物

便を使っているということです。

○山川典二委員 先ほど、るるありましたけれども、

ＡＮＡ以外のキャリアのセールスというのは、誘致

作業というのはなさっているんですか、具体的に。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 減便の部分が台北

便とソウル便なんですね。それで、我々としてはこ
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のコンテナ事業というのは今、頑張っていただいて

いるＡＮＡカーゴさんの向こう側にいる生産者とか

メーカーを支援しているんですね。それで、特に台

北行き、ＡＮＡカーゴさんの便がなくなったので、こ

れについて我々、他のキャリアそして旅客便―今ふ

えていますけど、価格競争の原因になった。逆にこ

れを―ベリー便を活用して、これに対する支援を今、

始めてございます。年度中にこの使い勝手をさらに

バージョンアップして、翌年度に向けても事業者さ

んのニーズを踏まえながら拡充していきたいと考え

ております。

○山川典二委員 全日空の場合は全国各地から沖縄

がトランジットでアジア各地に、これだったんです

よね。だから、例えば台湾であるとか、韓国のエア

ラインが仮に来たとしても、国内への搬出がなかな

かネットワーク難しいですよね。その辺の課題があ

ると思うんですよ。その辺については、どういうふ

うに今、見解を持っていますか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 先ほど申し上げた

とおり、今この事業者様が困っているのは、国内か

ら沖縄というよりも、沖縄から減便になったアジア

の都市、これが今一番の課題となってございまして、

それで、沖縄からアジアに向けた物流を今、支援し

ているところです。

○山川典二委員 ですから、その物流も含めて、やっ

ぱりこれは足ですから、ルートをしっかりと、これ

はもう部長を初め、皆さんできちっとセールスをす

べきだというふうに思いますよ。いかがですか、部

長。

○嘉数登商工労働部長 その点は事業者に任せっき

りになるのではなくて、我々もしっかりと協力して

まいりたいというふうに考えています。

○山川典二委員 それこそ国策でもアジアのゲート

ウェイという形で位置づけてこれから進めるという

事業ですから、ぜひその辺はお願いします。

それから243ページ、琉球泡盛再興プロジェクト支

援事業なんですが、県内の泡盛業者数、それから出

荷量、そして総売上額、まずこの３点から説明をお

願いします。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 泡盛製造業の事

業者数は45の酒造所と２つの協同組合からなってい

ます。そのうち45酒造所の平成29年の売り上げは

145億8700万円となっております。

○山川典二委員 総出荷量はわかりますか。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 総出荷量は合計

で、平成29年は１万8229キロリットルになります。

○山川典二委員 この45業者のうち、中小零細の酒

造所もいっぱいあるんですけれども、45社のうち、

健全経営といいますか、黒字の会社は何社ですか。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 28社になります。

平成29年の数字です。

○山川典二委員 ちょうど、きのうかおととい、県

内の若手の酒造業者の12社の皆さんが集まって、尚

円王ですかね、尚家の尚という酒をつくったという

ことは非常にいい取り組みですが、これについては

県も補助か何かをなさっていますかね。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 この取り組みに

ついては、民間事業者の自主的な取り組みになって

おりまして、私どもからの支援は入っておりません。

○山川典二委員 これ非常にいい取り組みで、そし

てこれまで１回蒸留、たまに２回蒸留があったよう

なんですが、３回蒸留をするという非常におもしろ

い取り組みで、今月25日からの産業まつりで販売を

するということなんですが、非常におもしろいなと

思っております。この泡盛、600年の伝統があります

が、泡盛ってどういう酒ですかと、海外も含めて紹

介をするときに、どういうふうに説明すればいいで

すかね。どなたでもいいですよ。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 泡盛ですね、委

員おっしゃったとおり、琉球王朝から600年引き継が

れているお酒であるということで、特徴としては黒

こうじを使っている。それから沖縄県内で製造、つ

くられた泡盛というお酒ですという説明になろうか

と思います。

○山川典二委員 世界にこんな酒ないんですよ。世

界に類のない酒なんですよね。どういうことかとい

うと、蒸留酒であり保存ができる。極端に言えば、

何百年もできる酒はないんですよ、世界に。それは

ぜひ皆さん、もう一度再考していただいて、この泡

盛の支援をしっかりとやっていただきたいんですが、

前沖縄担当大臣の宮腰大臣とちょうど任期終了日に、

私ども自民党県議団でお疲れさん会をやりました。

大臣も泡盛を毎日飲んでいるようでございまして、

それが高じたといいますか、肝いりで、伊平屋島で

長粒米のメード・イン・沖縄の米を使った泡盛をこ

れからつくっていこうという、これは今後、将来注

目していかなければいけないし支援もしていかなけ

ればいけないと思いますが、いずれにいたしまして

も、若手のこういう新しい意欲的な皆さんが出てき

た、そういう意味ではぜひ支援体制を、状況を見な

がらではありますけど、できるだけやっていただき

たいなというふうに思いますが、いかがですか。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 今、御質疑いた

だいている泡盛再興プロジェクトという事業もござ
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いますし、そういった事業を活用していただきなが

ら、また、泡盛業界だけではなくて観光業界とかホ

テル業界を含めた協議会がございます。例えば航空

会社で泡盛の自主的な宣伝をやっていただいており

ますので、そういった業界全体で支援していく体制

を協力を得ながら進めていきたいと思います。

○嘉数登商工労働部長 若手によるこういった自主

的な取り組みというのは、我々としても非常に歓迎

するところでありますので、県としても最大限バッ

クアップしていきたいというふうに思っております。

○山川典二委員 もう一度聞きますけども、部長、

この酒は世界に売れると思いますか。

○嘉数登商工労働部長 売っていきたいです。

○山川典二委員 私もささやかな経験なんですが、

メキシコに行ったときにテキーラを飲みながらです

けど、泡盛を持っていったら、泡盛がはるかにおい

しいと言っていましたね。それから、ソ連邦時代な

んですけど、1975年に２カ月、ソビエトを回ったと

きに、一升瓶５本ぐらい持っていって、向こうでウ

ォッカをやりながら、飲み比べしましたら、はるか

においしい、こんな酒があるのかと。10年ぐらい前

ですけど、イタリアのバッサーノ・デル・グラッパ

というグラッパ酒の産地なんですが、そこに泡盛を

持っていったんですよ。グラッパ酒よりはるかに、

こんなおいしい酒があると。ささやかですけど、自

分の経験だけでも、これは世界で本当に売れる酒だ

と思っていますし、あとはマーケティングであると

か、その辺のことじゃないかなというふうに思って

います。

時間がなくなりましたので、次に行きます。文化

観光スポーツです。285ページ、ラグジュアリートラ

ベル・ビジネス調査構築事業につきまして報告書を

拝見しましたけれども、本当にこの報告書で、皆さ

んはラグジュアリーな富裕層を沖縄に誘致できると

考えていますか。御意見をお願いします。

○雉鼻章郎観光振興課長 昨年度、平成30年度は調

査をさせていただきまして、今年度から具体的な誘

致活動に入っているところでございます。できるか

どうかという御質問についてはなかなかお答えはし

づらいんですけれども、こういった調査をベースに

私どもは誘致を進めていきたいというふうに考えて

おります。

○山川典二委員 これはどなたが報告書をつくられ

ましたか。

○雉鼻章郎観光振興課長 委託事業でございまして、

受託事業者でありますＪＴＢ沖縄とＪＴＢコミュニ

ケーションデザインの共同企業体ということになっ

ております。

○山川典二委員 これに予算はどれぐらいかかりま

したか、３年間の予算で。平成30年度は1000万円余

りありますが、平成28年、29年、30年。

○雉鼻章郎観光振興課長 平成30年度は1067万

8000円です。

○山川典二委員 ですからその前から、平成28年、

29年ありますよね。トータルで。

いいです。言いたいことは、これで富裕層は来ま

せんよ、はっきり言いますけど。この内容では。や

はりもう少し真剣に、やっぱり富裕層を沖縄に誘致

するんであれば、私はむしろこのラグジュアリー層

というか、富裕層誘致プロジェクトチームというも

のをぜひつくるべきだと思いますよ、本気で誘致し

たいというのであれば。全くこれ話になりませんよ、

作文です、これ。これは指摘しておきますが。本当

にそれはちょっと考えていただきたいです。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 世界中にいわゆ

る富裕層―ラグジュアリー層がいて、それを取り込

むことが非常に重要だということがあります。一方、

例えば国内外に実際にはどれぐらいの方が富裕層で

あるかとか、そういったところが少しはっきりしな

いというところもあって、平成28年度に国内外の富

裕層の旅行市場の実態調査を行いました。それでも

やっぱり、アラブであるとかそういったところで、

かなりの富裕層というところもありますが、我々が

受け入れるにはどういう形があるかということも含

めまして、平成29年度には県内における受け入れ実

態の把握と課題の抽出をした次第です。平成30年度

は平成29年度までの調査を踏まえまして、実際に県

内でどういった受け入れができるかということでテ

ストマーケティングを実施して、今、委員に御提供

した報告書という形で―テストマーケティングをし

た結果になっています。

今後も引き続き、ただ、それによって課題もやっ

ぱりかなり見えてきています。実際には受け入れの

宿泊施設のみならず、それ以外の―例えば観光施設

である、あるいは食である、あるいはお土産、工芸

品とかも含めたお土産品である、あるいは受け入れ

人材である、あるいは全体的な呼び込むためのつな

がりであるとか、そういったところもやっぱり課題

として見えてきていますので、今その課題をやはり

一個一個解決していく必要があるだろうなというふ

うに思っています。我々としては、富裕層の獲得、

呼び込みによって、沖縄としての―リゾート地とし

ての地位の向上もございますし、地元になるだけお

金を落とすということもございます。そういったと
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ころも課題はございますが、しっかり取り組んでい

きたいというふうに考えています。

○山川典二委員 だから、プロジェクトチームをつ

くるぐらいの本気度がないとだめですけど、それは

いかがですか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 ラグジュアリー

トラベルにつきましては、今申し上げている課題が

非常に大きいところがございます。委員の御提案に

ついては、提案として受けとめさせていただきたい

と思います。

○山川典二委員 309ページ、サッカーキャンプ誘致

戦略推進事業について伺いますが、Ｊ１サッカース

タジアム、奥武山運動公園の現状を説明してくださ

い。

○金村禎和スポーツ振興課長 スタジアムの整備に

つきましてはこれまで、平成23年度に基礎調査、そ

れから平成24年度に基本構想の策定を行っておりま

す。また、平成28年から29年度にかけて基本計画を

策定しておりまして、平成30年度はその基本計画を

踏まえて複合機能の導入可能性や、整備手法等に関

する調査・検討を行っております。今年度は財源確

保等の課題もありますから、民間資金の活用等も含

めて調査・検討を行っておりまして、その調査・検

討を踏まえながら、今後の進め方を整理していきた

いというふうに考えております。

○瑞慶覧功委員長 休憩いたします。

（休憩中に、山川委員からスタジアムのオー

プン時期の確認があり、執行部から財源を

含めて調査中との回答があった。）

○瑞慶覧功委員長 再開いたします。

山川典二委員。

○山川典二委員 当初、2023年という話もありまし

たよね、オープンとか、以前はね。大幅にこういう

ふうになっている原因は何ですか。

○金村禎和スポーツ振興課長 2023年度という計画

は、平成28年度に基本計画を策定したときに示した

ものです。その後、基本計画の中でいろんな課題が

出てきております。複合機能につきましても整備を

するということで、基本計画の中で位置づけをされ

ておりますが、その絞り込みもまだできていない状

況です。そういったところも含めて、平成30年度調

査を入れて検討をしたと。

一方で、一括交付金が活用できない、厳しいとい

うところがありますので、財源確保に向けて、民間

資金の活用も含めて今年度調査を行っているという

ところでございます。

○山川典二委員 それこそ今、ラグビーが非常に盛

り上がっていまして、初のベスト８、今月20日です

か、ベスト８の南アフリカとの対戦があります。ラ

グビーもできる、それからコンサートもできる。２万

人収容の計画がございますね。そういう意味では、

沖縄の若い人なんかはスポーツ、芸能分野で頑張っ

ていらっしゃいますので、ある意味、文化観光スポー

ツ部ですから、この辺はひとつ大きな今後の目玉事

業として、財源の問題はあるにせよ、しっかりと進

めていただきたいと思います。きのう、例えばドラ

フト会議で興南高校の宮城投手がオリックス１位指

名、極貧生活の少年時代を何かテレビ番組でやって

いましたけども、本当に涙が出てきますよ。そうい

う意味では野球もそうですし、それからラグビーも

本当にあれだけ大きな外国の選手に向かってタック

ルをして、潰されてもまた立ち上がっていくって、

大変元気をもらえるわけでありますから、そういう

意味では私は沖縄の青少年―大人も含めて、やはり

大きな元気をもらえる、そういうスポーツ等の文化

も含めての殿堂をしっかりとつくるというぐらいの

気持ちでやっていただきたいし、その決意表明は部

長、ぜひやってください。それでみんな何か明るい

やつを着て、にこにこしてやってくださいよ、文化

スポーツですから。最後決意を聞いて終わります。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 私もこの議会中

にラグビーを見たり、ワールドカップバレーを見た

り、世界体操を見たり、非常にスポーツに元気づけ

られている一人でございます。まさにそれが文化、

スポーツが持つパワーだというふうに思います。ま

さにスポーツの振興、それから青少年の健全育成の

ためには非常に大事なことだというふうに思ってい

ます。我々が今計画しております奥武山での２万人

規模のスタジアムでございますが、確かに財源が課

題となっておりますが、先ほど来、我々としては必

要性があると思っておりますので、その実現に向け

て取り組んでまいりたいと思います。

あわせて、かりゆしウエアはいろんな柄があろう

かと思いますが、私も少し、文化観光スポーツ部長

になりまして、派手目の柄のものを着るようにはし

ております。きょうは少しおとなし目にしようと思っ

て着ております。いろんなところで、いろんな形で

かりゆしウエアの普及に我々も貢献できればなと

思っております。

以上でございます。

○瑞慶覧功委員長 島袋大委員。

○島袋大委員 わかっています。もうほぼ最後は、

みんな質問していますから、重複したことはやらな

いようにしたいと思っています。金曜日ですから、
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ノー残業デーをするためにも早く締めたいと思いま

すので、よろしくお願いします。

221ページです。

アジア経済戦略課の海外事務所の件ですけど、実

際、事務所の件数を含めて説明お願いします。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 県のほうでは産業

振興公社を通して、北京、上海などの６都市で海外

事務所を設置してございます。そして、タイとかマ

レーシアに７都市ございますけど、委託駐在員を配

置して、海外におけるビジネス拠点の拡充・強化に

努めています。

○島袋大委員 この課題を見てもそうですけど、実

際、今ある海外事務所を含めて各経済交流もいろい

ろやっていると思うんですけど、その辺で海外事務

所から県に対してこういった要請・要望、課題とか、

そういった話とかは、メールか連絡で来るんですか。

定期的に沖縄に来て会議を持つとか、逆に我々、県

庁の本庁から足を運んで議論しているのか、その辺

を説明していただきたいと思います。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 年に一、二回、来

週も各海外事務所長、それから場合によっては委託

駐在員も集まって会議、報告会を開いてございます。

○島袋大委員 県から出ている職員もいるはずです

けれども、海外事務所にね。その後、各民間の皆さ

ん方も職員としているはずですけど、大体、期間と

しては何年めどですか、海外事務所。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 今の御質問は県職

員の赴任期間の御質問だと思いますけど、基本的に

３年でございます。

○島袋大委員 委託の駐在員、現地の方々を擁して

いる事務所もあると思いますけれども、そこもいろ

んな面で課題があって、経済交流とかして、この方

々が汗かいて頑張っているかもしれないけれども、

そこをまた県の職員が行って、職員として海外事務

所所長として位置づけるという地域もありますか。

そういう会議とか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 今年度、ソウル事

務所を新たに設置したところでございますが、今現

在、委託駐在員のいるところを海外事務所に格上げ

するというような予定はございません。ただ今後、

県内企業の海外展開支援という任務もございますの

で、その辺のニーズとか、対象国の経済状況、所得

向上をして県産品が―物産とか観光誘客ができるの

かどうなのか等々を検討して、スクラップ・アンド

・ビルドで海外事務所の設置というのは考えられる

と思います。

○島袋大委員 我々も海外のほうに研修・視察に行

く場合には、沖縄県の海外事務所の力を借りて意見

交換させてもらっていますけども、やっぱり職員が

あれだけすばらしく、沖縄の県の職員としてプライ

ドを持って、いろんな形でこの各経済界の販路拡大

のために頑張っていると、非常に感銘を持ってすば

らしいなと思っています。任期３年ですから、ずっ

と言い続けているのは、こういった自分で仕事を終

わった後も語学を学んで取得をしたりという職員の

方々も過去にいるわけですよね。その方々が本庁に

戻ってきた場合、これは人事含めてですけれども、

そういう専門部署―文化観光なら文化観光、商工労

働は商工労働、こんな言ったら失礼かもしれんけど、

全然違う、畑違いと言ったら失礼かもしれないけれ

ども、そういった、いろんな面で語学を学んできて

努力をしてきた職員がそういう意向―できるような

部署にちゃんと行っているかなというのが毎年いつ

も感じるんだけど、どうですか。

○仲榮眞均アジア経済戦略課長 おっしゃるように

せっかく海外事務所でその実情とかを見てきたわけ

ですので、本庁に戻ってきたらアジア課が今、海外

事務所を所管してございますけど、やはり戻ってく

るのは、商工部、それから文化観光スポーツ部、そ

して、海外展開をやっているということで農林水産

部、この辺に我々としてはぜひ配置していただきた

いなと思っていますし、現在のところ11名中９名戻っ

てきた職員が―平成24年度以降11名いるんですけど、

９名がこの３部に今、配置されてございまして、割

合は82％となっております。

○島袋大委員 ぜひとも本人の意向も大事かもしれ

ませんけど、嫌だという職員がいるかいないかわか

りませんけど、やっぱり率を上げて100％に近い形に

すれば、この職員たちがもっとスキルを上げていろ

んな形で汗かいていただけるかなと期待しています

のでひとつよろしくお願いしたいと思っています。

次です。泡盛やりましたね。では飛ばして、274ペー

ジ、工芸の杜。これも用地選定のときから汗かいて

現場を一緒になって議論してやってきましたけれど

も、今ここまで順調に来ていると理解していますけ

れども、このスケジュール工程を見てもそうですけ

れども、実際この建設、完成した後、これは指定管

理に投げるということでいいですか。どうですか。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 委員おっしゃる

とおり、指定管理者による管理運営を予定しており

ます。

○島袋大委員 これは公募をかけていろいろやるか

もしれませんけれども、やっぱり今、空手会館がで

きて、空手会館、コンベンションビューローが多分
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指定管理を受けていると思うんだけれども、当初、

城址公園を開発するに当たって、空手会館と連動し

て、文化の発祥地ということで人材も発掘しようと

いうことで工芸の杜を誘致決定したわけですよ。イ

コール後ろ側の豊見城市側もやるべきことも含めて、

いろんな形で協議をしてきているわけですけれども、

豊見城市が今どう考えているかわかりませんけど、

なかなか思うように進んでいないのが今の市政運営

みたいですけど、やっぱり県がやるべきところはしっ

かりと連携してやるべきなんですけど、その辺は建

設するに当たってそういう流れを考えれば、空手会

館がある部署との連携とかもたまにやっていますか。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 土地の道路をつ

くるとか、そういったやりとりはしていますが、今

具体的にどう連携しようという話はやっておりませ

ん。ただ、今後やってまいります。

○島袋大委員 ぜひとも非常にすばらしい形になる

わけですから、また連携できるところはやっていた

だきたいなと思っています。建物つくりますけど、

周辺整備も含めてだけれども、きょう質問通告して

いないけど空手会館でも今いろんな外国人とかたく

さん来ていますけれども、まだ外国語の表示とかも

ろもろが目立つところが少ないんじゃないかなとい

う思いもあるんですけども、この工芸の杜も含めて、

英語版とかこの標識とかそういうのも設計含めて

入っていますか。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 展示も含めて多

言語化を検討しております。

○島袋大委員 ぜひともよろしくお願いします。

あと、今、現状にある南風原の工芸センターでし

たか、あそこが老朽化しているから新たにつくろう

ということでこの事業スタートしたと理解している

んだけども、あの場所はその後どういうふうに、活

用策とか検討会議とかでいろいろ議論しているんで

すか。

○古波蔵寿勝ものづくり振興課長 跡地については、

今、地主との話し合いというところになっておりま

して、今後どう活用するかというのはこれからにな

ります。

○島袋大委員 理解しました。ぜひとも頑張ってい

ただきたいなと思っております。

次です。291ページ、フィルムオフィス、文化観光

ですか。概要の説明お願いします。

○雉鼻章郎観光振興課長 フィルムツーリズム推進

事業でございますけれども、国内・海外の一般消費

者における沖縄観光の認知度向上を図るため、沖縄

県の実施する映画やドラマの誘致や制作支援、受け

入れ体制の強化に係る取り組みを行っております。

また、あわせて本県観光の閑散期とされている４月

に行われます沖縄国際映画祭や、国内外でのプロモー

ションを通して、映画祭や吉本興業のエンターテイ

ンメントのノウハウを活用して沖縄の魅力発信を行

うことによって、国内外からの誘客拡大を目指すと

いった事業でございます。

○島袋大委員 これは経労で、今回の陳情が出た団

体があったんだけれども、この方々が言っている事

業とこれは合致しているところがあるんですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 経済労働委員会で陳情が

出ていた部分は、以前に行っていた制作費支援とい

うところであったと思うんですけども、以前はこの

事業、もしくはこの前の事業でその制作費支援を行っ

ていたというところです。

○島袋大委員 これは映画制作のときの幾らか補助

しますよというのとは違うのか。

○雉鼻章郎観光振興課長 平成30年度にはもうそれ

は、平成29年度で終了しておりますので、その制作

支援分は入っておりません。

○島袋大委員 これはＣＭとかじゃなくてロケ地と

かそういったのだけですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 映画のロケだけではなく

てドラマとか、それからＣＭ、それからたしかアー

ティストの方のミュージックビデオみたいなものも

あったと思います。

○島袋大委員 映画だった場合、要するにフィルム

オフィスが関連したら、その地域とか、最後のほう

のテロップで載るかもしれないけれども、前回、委

員会の中でも言ったんだけれども、ＣＭに関しては、

沖縄県もいろんな面で助成金が出るんであれば、Ｃ

Ｍをする場合のロケ地の名前入り、うちは豊見城、

瀬長島でああいうふうにＣＭを撮ったら、ロケ地は

豊見城、瀬長島とか。これは企業努力がいろいろ出

てくるかもしれないんだけれども、ここは一部、県

として公金が入る事業が出てくるんであれば、その

辺は要請としてもやったほうが僕はいいかなと思う

んだけれども、これは課長が大変ですけど、部長は

どう思いますか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 これまでにうち

の支援で、県の支援でのＣＭ作成の実績はないそう

です。あと、島袋委員御提案の内容ですけども、我

々、法的な問題でクリアすべきものかどうかという

のが少し今、我々理解できていませんので、その辺

をしっかり確認をしながら対応したいなと思います。

○島袋大委員 ただ、ぱくぱく言っておりませんか

ら、僕は。この間言ったように、美らＳＵＮビーチ



－282－

のニイニイの丘を掃除してきましたよ、僕は。人に

言うだけ言って、おまえは何やっているかと言われ

るのは嫌ですから。観光客が来てもいいように、現

地を見ながら何名かで草刈りもしましたけどね。だ

から、こういう観光客を誘致するんだったらそうい

う名所とか、そういうところで感動して出てくる人

たちもいますから、それはまた御尽力いただきたい

なと思っています。

締めますけど、この間フィリピンに行きましたけ

れども、副知事がフィリピン航空との直行便の意見

交換をしてきましたけれども、あれから副知事から

文化観光とかに話がおりて、そういった形で交渉ラ

インとかの意見交換を深くやろうとかの話は上がっ

ていますか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 副知事のほうか

ら、フィリピンに行かれた後に我々のほうにそうい

う話をしたということはございました。前回、本会

議で申し上げたんですかね、フィリピンにつきまし

てはクルーズ船が寄港するようになっておりまして、

いわゆるデスティネーションとしての沖縄の認知度

が向上しつつあるというふうに思っています。です

ので、そういったところを踏まえまして、相手方か

らの誘客がどれぐらい望めるかとか、そういったと

ころを勘案しながら、最初はチャーター便というこ

ともあるかもしれません。そういったところで進め

ていければと考えております。

○島袋大委員 あと１点、ダバオ市との姉妹都市、

あそこは市かもしれないけれども、留学とか人材交

流が非常にダバオ市は高いから、いろんな面でやり

ましょうということの話まで出ていました。その辺

はおりていますか。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 実際、ダバオに

行かれて、現地でそういう話が出たというところは

聞いております。

ただ、これも本会議で申し上げたとおり、姉妹都

市につきましては、これまでの交流の歴史であると

か、実際に現地で受け皿となるようなところがある

か、あるいは相手方の―行政同士の姉妹都市になり

ますので、相手方がどう考えているかとか、いろん

なところを踏まえながら調整する必要がございます

ので、そういった意味では今すぐというわけではな

くて、どんな状況にあるかというところを踏まえな

がら、我々のほうで検討をしていきたいというとこ

ろです。

○島袋大委員 ぜひともミンダナオ国際大学も含め

て、あそこに留学している沖縄の子たちもかなりい

ると。周辺にいろいろお世話になっている方も―現

地の副市長でしたかね、説明していましたけれども、

やっぱり入り口のほうがスタートして、我々のナン

バー２の副知事が行ってその話をしていますから、

これを閉ざすことなく、ここが入り口になるはずだ

から、そこはまた大変かもしれませんけど、その辺

は副知事とも調整しながら、いいような形であれだ

け慰霊祭がなくなるんであれば、こういった交流事

業をすることによって、これと一緒に乗っかって、

継続をみんなで、県民ができるような形の事業のあ

り方も必要かなと思っていますので、ひとつまた御

尽力いただきたいなと思っています。これは要望で

すので、頑張りますだけ言っていただければ、きょ

うはもう締めたいと思います。

○新垣健一文化観光スポーツ部長 貴重な御意見あ

りがとうございます。先ほど申し上げましたように、

現地に行かれた副知事のほうからもそういったふう

に我々は聞いておりますので、現地との―どんなと

ころで進めていけるかどうかを含めて検討させてい

ただきたいと思います。

○島袋大委員 以上です。

○嘉数登商工労働部長 頑張ります。

○瑞慶覧功委員長 以上で、商工労働部及び文化観

光スポーツ部関係決算に対する質疑を終結いたしま

す。

説明員の皆さん、大変御苦労さまでした。

休憩いたします。

（休憩中に、執行部退席）

○瑞慶覧功委員長 再開いたします。

次に、決算調査報告書記載内容について御協議を

お願いします。

まず初めに、要調査事項については、昨日及び本

日の質疑、答弁において提起する委員はおりません

でしたので念のため御報告いたします。

次に、特記事項について提案がありましたら、挙

手の上御発言をお願いいたします。

（「提案なし」と呼ぶ者あり）

○瑞慶覧功委員長 提案なしと認めます。

以上で、特記事項についての提案を終結いたしま

す。

次に、お諮りいたします。

これまでの調査における質疑・答弁の主な内容を

含む決算調査報告書の作成等につきましては、委員

長に御一任いただきたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○瑞慶覧功委員長 御異議なしと認めます。

よって、さよう決定いたしました。
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なお、決算調査報告書は、10月24日 木曜日 午前

９時までに決算特別委員に配付されることになって

います。

また、決算特別委員が調査報告書に関して常任委

員長に対し質疑を行う場合には、24日 木曜日の午後

３時までに政務調査課に通告することになっており

ます。

休憩いたします。

（休憩中に、泡盛乾杯条例を議員提案で制定

するか協議した結果、条例制定に向けて山

川典二委員、大城一馬委員、瀬長美佐雄委

員及び大城憲幸委員の４人で条例素案を検

討することで、意見の一致を見た。）

○瑞慶覧功委員長 再開いたします。

以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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沖縄県議会委員会条例第27条第１項の規定によりここに署名する。

委 員 長 瑞慶覧 功




